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トップコミットメント

経済のグローバル化、情報通信システムの発展、人々の価値観の多様化など、私たちを取り巻く環境は目まぐるしく
変化し続けるとともに、世界人口の増加や都市への集中、エネルギー需要の増大や地球温暖化の進展、世界各地で発
生する自然災害、高齢化社会の進展にともなう医療制度の改善など、さまざまな社会課題に直面しています。この大
きな転換点を迎える中でこのたび社長に就任し、「CSR経営推進」をすべての基盤に、多様な人財の積極的な育成・
活用を原動力とし、経営のスピードを高め、イノベーションを加速して、新たな価値の創造や新規市場の開拓を通じ
た「創造的成長」の実現をめざしながら、持続可能な社会の発展に貢献していきます。

当社が「創造的成長」を実現するためには、性別や国籍の違いなどを意識することなく、多様な人財が自由な発想で
議論を深め、闊達に行動できる企業風土を根付かせたいと考えています。一人ひとりの社員が、総合的な「人間力」
を高めてこそ、今まで以上に豊かな価値を創造することができると確信しています。

東芝グループは、お客様、株主、調達取引先、地域社会などさまざまなステークホルダーの皆様の期待に応え、グ
ローバル・スタンダードに則したCSR経営を積極的に推進しています。2004年に人権、労働、環境、腐敗防止の基
本原則を定める「国連グローバル・コンパクト（GC）」に署名し、さらに2010年に発行した国際的な社会的責任のガ
イドラインISO26000も参照して推進しています。

温暖化をはじめとした地球環境問題については、2015年までにエコ・リーディングカンパニーとしての地位を確立
することをめざして、2011年度に環境グランドデザインをつくり、4つの戦略を体系化、2012年度には具体的な実
行計画である第5次環境アクションプランを策定し取り組みを進めています。

「ECP※1拡大戦略」では、開発するすべての製品で環境性能No.1を追求し、ライフサイクルを通した環境負荷低減
に取り組む「Green of Product」と低炭素エネルギーを供給する技術を通した電力の安定供給と地球温暖化防止に
グローバルで貢献する「Green by Technology」の2つを進めます。「高効率モノづくり戦略」では、国内外の生
産工程において、材料やエネルギーなどの投入資源量を削減し、廃棄物や化学物資の排出を抑え、生産量が増えても
環境負荷の増大を最小限に抑制する「Green of Process」を推進します。これに加えて、「コンプライアンス／マ
ネジメント戦略」と「レピュテーション戦略」の4つの戦略でグローバルトップの環境優良企業をめざします。

地球と社会の未来を考え、CSRを基盤とした経営に取り組みます

ステークホルダーの皆様とともに、新たな社会課題に取り組んでいきます

社員一人ひとりの力を結集し、
持続可能な社会の発展に貢献していきます
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東芝グループは2011年3月11日の震災発生以来、総力を挙げて復旧・復興支援に取り組んできました。 2012年度
には「東芝 東北 ASHITAプラン」として、漁業の復興支援をはじめ被災地における雇用の創出や地域の自立支援な
ど、5億円規模の義援を行いました。
福島第一原子力発電所の安全確保と廃炉に向けて、政府や東京電力（株）と協力し、さまざまな活動に全力で取り組
んでいます。震災後稼動させた汚染水処理システム「SARRY™」の安定運転に取り組むとともに、約60種類の放射
性核種を除去する多核種除去装置「MRRS™」の試運転を行っています。また、原子炉建屋内の、人による作業が困
難な場所での点検・調査を実施するための「4足歩行ロボット」を開発し、現場で活動しています。さらに、福島地
域の除染活動では、目に見えない放射線を可視化するガンマカメラや、汚染された水、土壌、焼却灰の処理技術を開
発・実用化し、地域での活用を提案しています。
2013年度も、被災地の復興状況を考慮しながら義援活動を継続するとともに、事業を通じた支援活動に注力し、環
境に配慮した安全な街づくりなどの提案・実行で復興に貢献していきます。

東芝グループは、社会的課題の解決に事業を通じて取り組むとともに、世界の各地域で教育や文化・芸術の支援な
ど、社会貢献活動を積極的に行っています。 次世代育成のための教育を重要なテーマとしてとらえ、さまざまな支
援を継続して行っています。北米では子どもたちを対象にした科学技術コンテストを1992年から21年間実施してい
ます。中国では地方での小学校の建設を2002年から支援し、国内においては体験型科学教育支援をNPOと協働で
行っています。
また、世界各地の文化・芸術を大切にするために、2011年からフランス・ルーヴル美術館のLED照明の改修工事の
支援、2012年には世界遺産である岩手県の中尊寺金色堂の魅力を最大限に引き出すLED照明と太陽光発電システム
を寄贈するなど、グローバルで活動を行っています。
今後も、新たな価値をお客様に提供し、社会に貢献し続ける企業であるために、全世界の東芝グループ社員20万人
一人ひとりが輝き、躍動する東芝グループになるよう、先頭に立ってその力を結集します。
皆様方の変わらぬご支援、ご指導をよろしくお願い申し上げます。

東日本大震災からの復興支援に継続して取り組みます

グローバルで社会貢献活動に取り組んでいます

※1 Environmentally Conscious Products：環境調和型製品
※2 Electronic Industry Citizenship Coalition：電子業界の CSR 推進団体

一方、事業のグローバル化にともない、サプライチェーンを構成する調達取引先にも、人権、労働、安全衛生、環
境、倫理面などのCSRの推進を要請することがグローバル企業としての責務と考え取り組んでいます。コンゴ民主共
和国とその周辺国をめぐる紛争鉱物問題に関しては、重大な人権問題と認識しその解決に貢献するため東芝グループ
の方針を定め、調達取引先の皆様に対して情報提供と協力を要請しています。また、2011年6月に電子業界のCSR推
進団体であるEICC※2に加盟し、EICCの行動規範の趣旨に沿って、サプライチェーンも含めたCSR推進に取り組んで
います。

また、経営の効率性、透明性を向上させ、ステークホルダーの皆様の立場に立って企業価値を最大化するため、
2003年から委員会設置会社に移行するなどコーポレートガバナンスの強化に努めるとともに、「東芝グループ行動
基準」をベースに、法令、社会規範、社内規定などの遵守をグローバルに徹底し、公正・誠実な競争による事業活動
を推進しています。

東芝グループCSRレポート2013
4



経営理念体系

東芝グループは、人間尊重を基本として、豊かな価値を創造し、
世界の人々の生活・文化に貢献する企業集団をめざします。

1．人を大切にします。
東芝グループは、健全な事業活動をつうじて、
顧客、株主、従業員をはじめ、すべての人々を大切にします。

2．豊かな価値を創造します。
東芝グループは、エレクトロニクスとエネルギーの分野を中心に
技術革新をすすめ、豊かな価値を創造します。

3．社会に貢献します。
東芝グループは、より良い地球環境の実現につとめ、
良き企業市民として、社会の発展に貢献します。

東芝グループ経営理念

東芝グループスローガン

東芝グループは、経営理念として「人間尊重」「豊かな価値の創造」「世界の人々の生活・文化への貢献」を掲げ
ています。また、経営理念を集約したものとして「人と、地球の、明日のために。」をグループのスローガンとし
ています。

私たちは、こうした理念、スローガンを事業活動のなかで実現するよう努めることが私たちのCSR（企業の社会的
責任）であると考えています。その実践にあたっては、「生命・安全、コンプライアンス」を最優先しています。

東芝グループ経営理念
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注 1）国連グローバル・コンパクト：1999 年に国連のコフィー・アナン事務総長によって世界経済フォーラムで
提唱された、人権、労働、環境、腐敗防止に関する自主行動原則。東芝は 2004 年に参加

注） インテグリティ（Integrity）とは「1（堅固な）正直さ、誠実：高潔、清廉；［…としての］（芸術的・職業的）規準，
規範　2 完全，無償；無欠の状態（completeness）；統合」を意味する英語です（ジーニアス英和大辞典より）

東芝グループは“インテグリティ”というキーワードに2つの意味を込め、多様なステークホルダーで構成する社
会に対して積極的に責任を果たします。

東芝グループが考える「インテグリティ」

東芝グループ経営理念体系

東芝グループが考える“インテグリティ”

東芝グループは、揺るぎない“インテグリティ”を追求し、
世界中で信頼される「地球内企業」をめざします

社会に対して誠実に向き合い、
積極的に責任を果たす

地球温暖化など社会的な課題に対して、
真摯に向き合い、事業を通じて貢献していく

経営や財務の健全性を追求する
経営の健全性については、

生命・安全、コンプライアンスを徹底し、
社会から信頼される企業をめざす
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家電やデジタル製品から電子デバイス、社会インフラまで幅広い商品群を抱えている東芝グループのお客様は、個
人、法人のお客様、官公庁など多岐にわたります。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  製品の安定供給
■  安全・安心で価値ある製品・サービスの提供
■  環境調和型製品・サービスの提供
■  ユニバーサルデザインの推進
■  製品情報の適切な提供
■  お客様への適切な対応・サポート
■  お客様情報の適切な管理

■  日常の営業活動
■  コールセンター（電話・e-mailなど）
■  モニター制度
■  「CS（お客様満足度）調査」

お客様

株主総数は約44万6,000人。発行済株式総数約42.4億株の所有者別持株比率は、金融機関が37.3%、個人・その他
が32.4%、外国法人などは24.7%となっています（2013年3月末）。 

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  適時・適切な情報の開示
■  利益の適正な還元
■  企業価値の維持・増大
■  社会的責任投資（SRI）への対応

■  株主総会
■  投資家向け説明会
■  アンケート
■  投資家向けホームページ

株主・投資家

継続的に取引している調達取引先は、国内外約6,000社です（2013年3月末）。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  調達取引先の公平な選定と取引
■  サプライチェーンにおける人権への配慮
■  サプライチェーンにおける環境への配慮

■  日常の調達活動
■  調達方針説明会
■  CSR調査

調達取引先

東芝グループの事業活動は、多様なステークホルダーの皆様（利害関係を有する方々）とのかかわりのなかで進めら
れています。私たちが経営理念を実践しCSRを果たしていくために、それぞれのステークホルダーの方々への責任を
明らかにするとともに、さまざまな仕組みで皆様のご意見やご要望を日常的におうかがいし、経営目標に反映してい
ます。

ステークホルダーとのかかわり

主なステークホルダーと東芝グループの責任

東芝グループCSRレポート2013
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■  公正な評価・処遇　■  人権・多様性の尊重
■  人財の活用と育成　■  多様な働き方の支援
■  就業能力の維持・向上
■  労働安全衛生と健康への配慮

■  従業員意識調査（TEAMサーベイ）
■  対話会、情報交換会

東芝グループの従業員は、591社、約21万人。従業員数は国内約11万3千人、海外約9万3千人です（2013年3月末）。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会

従業員

東芝グループは、世界30ヵ国以上に主要な事業場を置いています。それぞれの地域の文化や歴史、慣習を尊重しな
がら活動を行っています。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  地域の文化や慣習の尊重
■  地域社会への貢献活動
■  事業場での事故・災害防止
■  周辺地域での災害時支援

■  対話会、情報交換会
■  工場見学
■  従業員の地域活動への参加

地域社会

東芝グループは世界各国で事業を展開。各国の政府・自治体は、製品を納入するお客様でもあります。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  法令の遵守、税金の納付
■  社会的問題の改善・解決のための政策への協力

■  経済団体、業界団体を通じての対話

政府・自治体

環境・人権・社会貢献など幅広い分野のNPO・NGOと積極的に対話し、相互の得意分野を活かしたパートナーシッ
プを築いています。

東芝グループの主な責任 日常的な対話の主な方法・機会
■  世界的諸問題の解決に向けた協働・支援
■  地域の社会的問題の解決に向けた協働・支援
■  社会貢献活動の重点分野における協働

■  協働を通じた対話
■  ステークホルダー・ダイアログなどでの意見交換

NPO・NGO

エコ・リーディングカンパニーとして、地球環境と調和した企業活動を推進しています。

東芝グループの主な責任
■  地球温暖化の防止　■  廃棄物発生の抑制　■  化学物質の排出抑制　■  生物多様性の保全

地球環境
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社名　　 株式会社 東芝
（TOSHIBA CORPORATION）

本社所在地　　 東京都港区芝浦1-1-1

創業 1875年（明治8年）7月

資本金 4,399億円

連結売上高 5兆8,003億円

連結従業員数 206,087人
支持をしている主なCSR関連の
国際的憲章・ガイドライン 
・国連グローバル・コンパクト
・GRI（Global Reporting Initiative）
　サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン
・EICC行動規範

株主数 446,000人

発行済株式総数 42億3,760万株
グループ
連結子会社数 

590社
（国内183社、海外407社）

持分法
適用会社数 200社

上場証券取引所 東京、大阪、名古屋、ロンドン
主なCSR関連の会員団体　
BSR（Business for Social Responsibility）
CBCC（公益社団法人企業市民協議会）
EICC（Electronic Industry Citizenship Coalition）
WBCSD（持続可能な発展のための世界経済人会議）
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事業概要

会社概要（2013年 3月 31日現在）

ステークホルダー 2012年度分配額（億円） 
2011年度分配額
（億円） 金額の算出方法

取引先 56,060 58,936 売上原価（人件費を除く）、販売費・一般管理費（人件費を除く）

従業員 2,866 2,933 有価証券報告書記載の（株）東芝従業員数に平均給与を乗じたもの
株主 425 370 キャッシュ・フロー計算書の配当金の支払

債権者 327 318 営業外費用のうちの支払利子

政府・行政 598 642 法人税など

社会 29 30 社会貢献に関する支出を独自に集計※

環境 431 547 環境に関する支出を独自に集計※

企業内部 436 405 当期純利益から配当金支払い分を除いたもの

業績（連結）

売上高の推移

営業利益／当期純損益の推移

ステークホルダーへの経済的価値分配

2012年度の連結業績は、前年度に比べて売上高、営業利益が減少しましたが、株主への分配が増加しました。

※社会、環境への分配額は、取引先、従業員への分配のなかにも含まれています

2015年9月に公表した過年度決算修正の内容は反映されておりません
ので、ご利用にあたってはその点十分ご留意ください。修正後の決算情
報につきましては、東芝　投資家情報ホームページをご参照ください。



社72
中国

欧州※2

アジア※1・
オセアニアアフリカ

中南米

日本
社74

社27社100

社129

社5

社183
北米

日本
113,486
（55.1％）

中国
22,889
（11.1％）

アジア※1
オセアニア
28,257
（13.7％）

合計 206,087（単位：人）

中南米
6,711

（3.3％）

欧州※2
11,562
（5.6％）

アフリカ
835

（0.4％）

北米
22,347
（10.8％）

日本
26,272
（45％）

北米
10,578
（18％）

合計 58,003（単位：億円）

アジア
オセアニア
10,684
（18％）

その他
3,205
（6％）

欧州
7,264
（13％）

東芝グループは、1875年に創業し、2013年3月末現在では東芝および国内外の連結子会社（590社、約21万人）に
より構成されています。「社会インフラ」「デジタルプロダクツ」「電子デバイス」「家庭電器」の4つの分野でグローバル
な事業活動を行っています。

東芝グループの事業分野

事業体制（地図中の社数は海外連結子会社数）

※ 1 日本、中国除く
※ 2 ロシア含む

※ 1 日本、中国除く
※ 2 ロシア含む

注）セグメント間の内部売上高消去 4,341 億円含む

地域別従業員数の内訳（2013年 3月末）

事業別売上高および構成比（2012年度）
主な製品・サービス

地域別売上高および構成比（2012年度）

社会インフラ
25,642
（41％）

デジタル
プロダクツ
14,327
（23％）

電子デバイス
13,353
（21％）

合計 58,003（単位：億円）

その他
3,107
（5％）

家庭電器
5,915
（10％）

社会インフラ
火力・原子力・水力・太陽光発電システム、電力流通システム、
産業システム、交通システム、社会システム、上下水道・環境シ
ステム、放送・伝送ネットワークシステム、電波システム、ITソ
リューション、画像診断システム、医療ITシステム

デジタルプロダクツ
液晶テレビ、ブルーレイディスクレコーダー、ノートPC、
サーバー

電子デバイス
NAND型フラッシュメモリ、CMOSイメージセンサ、ストレー
ジプロダクツ（HDD,SSD）

家庭電器
冷凍冷蔵庫、洗濯乾燥機、調理器具、空調機器、LED照明

2015年9月に公表した過年度決算修正の内容は反映されておりません
ので、ご利用にあたってはその点十分ご留意ください。修正後の決算情
報につきましては、東芝　投資家情報ホームページをご参照ください。







火力・原子力発電や水力などの基盤電源から、太陽光、地熱、風力な
どの再生可能エネルギーまで、高効率かつ安全性・信頼性の高い発電
ソリューションを提供し、世界で拡大する電力需要と地球温暖化防止
に対応しています。また、安全で便利なエレベーターなどを提供する
ほか、最先端の医療画像診断装置でヘルスケアに貢献しています。

東京スカイツリーⓇ
向けエレベーター
©TOKYO-SKYTREE

高速・高精細
CTスキャナ

社会インフラシステム事業

NAND 型フラッシュメモリや CMOS イメージセンサなどの半導体
と、SSD・HDDなどのストレージ製品を提供しています。

電子デバイス事業

１台で多様な使い方ができるウルトラブック、低消費電力の
液晶テレビなど、環境性能の高い製品を提供しています。

デジタルプロダクツ事業

冷蔵庫や洗濯乾燥機をはじめとする家電製品、LED 照明、業
務用空調機器などを、環境性能を高めながら、地域特性に応
じて開発・提供しています。

家庭電器事業

NAND型
フラッシュメモリ

ショットキバリアダイオード FlashAir SD カード

Ultrabook™（ウルトラブック）

冷凍冷蔵庫 LED照明

空冷ヒートポンプ式熱源機

洗濯乾燥機 家庭用蓄電池

ブルーレイディスクレコーダー

ストレージプロダクツ
（HDD、SSD）

CMOS
イメージセンサ

火力発電用タービン

太陽光発電システム 電気機関車

液晶テレビ

レグザタブレット

従業員数構成比 売上高構成比

従業員数構成比 売上高構成比

従業員数構成比 売上高構成比

従業員数構成比 売上高構成比

東芝グループは、社会インフラシステム、電子デバイス、デジタルプロダクツ、家庭電器という4つの分野で、さま
ざまな製品・サービスをグローバルに提供しています。
事業活動にあたって、ステークホルダーの関心事を把握し、社会的な課題の解決に向けて責任を果たしていきます。

事業と重点テーマ

注）円グラフは事業別の連結売上高構成比と従業員数構成比（2012年度）
     （従業員数構成比 : 全社共通およびその他 8%、売上高構成比 : その他 5%）

2015年9月に公表した過年度決算修正の内容は反映されておりません
ので、ご利用にあたってはその点十分ご留意ください。修正後の決算情
報につきましては、東芝　投資家情報ホームページをご参照ください。



ISO26000 で見る

社会的課題で見る

社会的課題

エネルギーの確保

地球温暖化防止

水不足への対策

• 新興国向けの発電設備供給
• 事業継続計画 (BCP) の
確立と強化

• 製品使用時の省エネ強化 • 製品使用時の省エネ強化 • 製品使用時の省エネ強化

• スマートコミュニティの実現
• 発電設備の高効率化 • クリーンルームでの省エネ

• 製造設備の水使用量削減 • 製造設備の水使用量削減

• 製品の資源有効活用
• 使用済み製品のリサイクル

• 製品の資源有効活用
• 使用済み製品のリサイクル

• 大規模災害を想定した
事業継続計画 (BCP)

• 大規模災害を想定した
事業継続計画 (BCP)

• 多様な働き方を支援
• ユニバーサルデザインの
推進

• 多様な働き方を支援
• ユニバーサルデザインの
推進

• 製品の資源有効活用

• 災害に強い街づくり
  (スマートコミュニティ)
• 大規模災害を想定した
事業継続計画 (BCP)
• 原子力発電所の安全性確保

• 大規模災害を想定した
事業継続計画 (BCP)

• 多様な働き方を支援 • 多様な働き方を支援

• サプライチェーンでの
人権配慮

• 予防医療のための医療
機器提供

• スマートコミュニティの
実現
• セキュリティ、
サイバーテロ対策

• サプライチェーンでの
人権配慮
• 紛争鉱物の不使用

• 大容量データ蓄積需要に対応

• サプライチェーンでの
人権配慮
• 紛争鉱物の不使用

• サプライチェーンでの
人権配慮

• 教育支援のための機器提供 • 教育支援のための機器提供

• 高機能かつ使いやすい
デジタルプロダクツの開発

• 高機能なデジタル家電の
開発

• 製造設備の水使用量削減 • 製造設備の水使用量削減

• 製品使用時の省エネ強化 • 製品使用時の省エネ強化

社会インフラシステム事業 電子デバイス事業 デジタルプロダクツ事業 家庭電器事業

ICTの高度利用

医療・教育の充実

資源の有効活用

自然災害への対策

少子高齢化対応

人権配慮

中核主題

人権

労働慣行

環境

• サプライ チェーンでの
  人権配慮

• サプライ チェーンでの
  人権配慮
• 紛争鉱物の不使用

• サプライ チェーンでの
  人権配慮
• 紛争鉱物の不使用

• サプライ チェーンでの
  人権配慮

• 安全な職場環境づくり
• 良好な労使関係や人財育成・
訓練

• 安全な職場環境づくり
• 良好な労使関係や人財育成・
訓練

• 発電設備の高効率化 • クリーンルームでの
省エネルギー

• 製品の品質・安全性確保
• アフターサービスのCS向上
• ユニバーサルデザインの推進

• 製品の品質・安全性確保
• アフターサービスのCS向上
• ユニバーサルデザインの推進

• 地域のニーズに適した製品
開発
• 雇用の創出

• 地域のニーズに適した製品
開発
• 雇用の創出

• 世界各国の法令遵守の徹底

• 製品の品質・安全性確保

• 海外現地社会との共存共栄
• 雇用の創出
• 地域医療に貢献

• 雇用の創出

• 使用済製品リサイクル
• 製品使用時の省エネ強化

• 使用済製品リサイクル
• 製品使用時の省エネ強化

• 世界各国の法令遵守の徹底 • 世界各国の法令遵守の徹底 • 世界各国の法令遵守の徹底

• 安全な職場環境づくり
• 良好な労使関係や人財育成・
訓練

• 安全な職場環境づくり
• 良好な労使関係や人財育成・
訓練

社会インフラシステム事業 電子デバイス事業 デジタルプロダクツ事業 家庭電器事業

公正な事業慣行

お客様への対応
 (消費者課題 )

コミュニティ参画・
コミュニティの発展

東芝グループCSRレポート2013
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世界人口の増加や都市集中化によるエネルギー
需要の増大、ＩＣＴやネットワーク化による情報
爆発の問題が深刻化しており、エネルギーとス
トレージの分野でのイノベーションが喫緊の課
題。また、街に生活する人々は、快適、便利、安
心・安全な環境整備を求めており、ライフサポー
トソリューションの提供を切望しています。それ
らの解決策の一つとして期待されているのが
 「スマートコミュニティ」です。東芝グループは、
スマートコミュニティ事業を世界で展開し、豊か
な未来の街づくりに貢献していきます。

東芝グループCSRレポート2013
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プロジェクトの現況

初の大規模実証実験が
進んでいます
横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）では､横浜市と企業
33社による15プロジェクトが連携しています｡

目標
●創エネ､畜エネ､省エネによる省エネ率20%
●デマンドレスポンス（DR）※1によるピークカット効果20％
●CO２排出削減25％
※1 デマンドレスポンス（DemandResponse/需要家が需要量を変動させて
　   電力の需給バランスを一致させること）

東芝グループCSRレポート2013
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東芝グループがこれまでに培ってきた電力系統の監視制御技術をベースとした､広域エネルギーマネジメントシステ
ムをご提供します｡

東芝グループのソリューション

2013年1月に６つのビルで､冬季のデマンドレスポンス実証実験を実施し､その結果､平均17％のピークカットを実現
しました｡
横浜スマートシティプロジェクトで実証が完了した機能や技術については､横浜市内の他地域､横浜以外の各地に展開
されることになります｡
東芝もまたこの実証実験で得た多くのデータと知見を今後のプロジェクトに活かしていきたいと考えます｡

デマンドレスポンス実験の内容

冬季のピークカット量の最大化を
目的に成果をあげました

※2　地域エネルギーマネジメントシステム（Community Energy Management System）
※3　マンションエネルギーマネジメントシステム（Mansion Energy Management System）
※4　ホームエネルギーマネジメントシステム（Home Energy Management System）
※5　ビルエネルギーマネジメントシステム（Building Energy Management System）

東芝グループCSRレポート2013
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デマンドレスポンス実験結果（数値データ）※6

今後の展開

東北へ、海外へと成果を
つなげます
当社はこの｢横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）｣実証試験
をベースに､まず今後の国内スマートコミュニティ事業立ち上げ
に更に貢献していきます｡その後は海外のプロジェクトへも成果
を活用していきます｡

｢横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）｣の取り組みでは､東芝のビル管理システムを活用し､最高気温が8度以下
と予報された場合､電力需要のピーク時にデマンドレスポンスを発動して使用電力を最大限抑制するものでした｡
実施期間は1月8日から2月22日｡最大20%のピーク電力削減を目指しました｡この成果を次につなげていきます｡

創エネ、省エネ、畜エネによるデマンドサイドのマネジメントを活用

社 外 関 係 者 か ら

横浜市にとって欠かせないパートナーとして期待しています

横浜市は､民間企業との協働によりYSCPを推進し､エネルギーを安定供給できる快
適で低炭素な都市の実現を目指しています｡
東芝様には､YSCPのキープレーヤーとして日々ご尽力いただいており､横浜市に
とって欠かせないパートナーです｡
約370万人がくらすこの横浜で､次代のスマートライフを提案し､その成果を国内外
へ展開していただくとともに､世界に誇れる”くらしやすいまち横浜”を実現する
ことを期待します｡

横浜市
温暖化対策統括本部長
浜野四郎 様

※6 DR発行前日から直近30日間の平日かつDR非発行日で同一時間帯の使用電力量ピークの平均値

東芝グループCSRレポート2013
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ニューメキシコ州

日米が協力して
実証実験を進めています
アメリカのニューメキシコ州では､NEDO※1とニューメキシコ州政府
が共同で､日米スマートグリット実証プロジェクトを進めています｡
同州政府が州内５ヵ所で行う実証プロジェクトのうち、NEDOは２ヵ所
で連携､東芝グループもこれに参画しています｡
※1 NEDO（New Energy and Industrial Technology Development 
      Organization/独立行政法人新エネルギー･産業技術総合開発機構）

東芝グループCSRレポート2013
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2012年度､米国ではＮＥＤＯ委託事業として２つのサイト（5月に商業地域マイクログリッド実証サイト､9月にス
マートグリッド実証サイト）がそれぞれ運転を開始しました｡
このうちスマートグリッド実証は出力が不安定な再生可能エネルギーが大量に配電系統に入った場合の課題解決を目
的にして､地域へのエネルギーの安定供給に対応するものです｡
実証サイトでは､天候によって出力が変化するＰＶ（太陽光発電）※2を大量に配電線に連系し､電力系統用大型蓄電池
制御とデマンドレスポンス（DR）※3によって配電線の電気の流れを制御して電気の品質を確保するシステムを構築・
実証します｡
東芝はこのスマートグリッド実証リーダーとしてこのプロジェクトに参加しています｡
※2 PV（Photovoltaics/ 太陽光発電）
※3 デマンドレスポンス（Demand Response/需要家が需要量を変動させて電力の需給バランスを一致させること）

地域住民へのエネルギー安定供給ニーズに対応

社 外 関 係 者 か ら

東芝には技術面のリーダーシップをさらに発揮してもらいたい

この地域は現在､電力供給のおよそ半分を石炭に依存していることから再生可能エ
ネルギーに高い関心があります｡
このプロジェクトは地域に再生可能エネルギーを提供し､スマートグリッド技術や
各種アプリケーションを実証する場として注目を集めています｡NEDOと国立研究
所の研究者は､実証から得られたデータが､世界における再生可能エネルギーの展開
につながると期待を寄せています｡ John E Arrowsmith　

Utility Manager
Department of Public 
Utilities　
County of Los Alamos

東芝グループCSRレポート2013
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東芝は今回のプロジェクトにおいて､最新の蓄電池技術と最適化制御技術を
適用した蓄電システムを製品として開発しました｡
今後インディアナ州では公用車がEV（電気自動車）※4に切り替わっていきま
す。今回開発したシステムは､その展開を後押しするだけではなく､CO２削
減に貢献するとともに､電力系統への負担を軽減させて､よりエコな社会を
実現していくための切り札になるものと考えます｡
今後は､今回開発した蓄電池システムとμEMS※5の性能を評価する実証実
験に､パートナー企業と連携して取り組んでいきます｡今後EVが普及してい
くにために必要なのは充電スタンドの普及ですが｢自然にやさしい充電スタ
ンド｣にしていくことを目指しています｡
また今回の実績についての広報活動を積極的に展開して､この成果を全米に
展開していきます｡
※4 EV（Electric Vehicle/ 電気自動車）
※5 μEMS（スマートグリッド監視制御システムを指すMicro Energy Management System）

最新の蓄電池技術と最適化制御技術を適用した
蓄電池システムを北米向けに開発

インディアナ州

ＥＶの本格普及へと
つなげる成果をめざします
一方インディアナ州では､モータリゼーションの発達した地域に
おけるEV（電気自動車）普及のありようを示唆するプロジェク
ト（Plug-In Ecosystem）も進めています。
これは常時､自然エネルギーを蓄電池に畜電しておき､EVに充電
する際には電力系統に影響を与えずその蓄電池から充電できるい
わばエコ充電を実現するものです｡

東芝グループCSRレポート2013
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東芝グループは､被災地および被災された
皆様の1日も早い復旧･復興を願って､義援
活動を実施してきました。また､福島第一原
子力発電所の安定化維持と廃炉の推進に向
けた協力支援を続けています｡

2012年4月に､被災地域における自立支
援などを目的とした復興支援プラン
｢東芝 東北 ASHITAプラン｣を発表。
2012年度は､2011年度から継続して
行っている奨学金の支給を含め､5億円規
模の復興支援活動を行いました｡

東芝グループCSRレポート2013
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地域の基盤産業の復興や雇用創造

域外交流や被災地域への人の誘引支援

未来を担う人財の育成支援

従業員による支援

被災した沿岸部の漁業の復興に役立てていただくた
め、2011年度から宮城県漁業協同組合（JFみやぎ）
に漁船の購入資金や事務所内設備を寄贈しています。
2012年度は、流出した支所の事務所の再建などに役立
てていただくために１億円を提供しました。

福島復興ソーラー株式会社が福島県の復興のために行う南相馬ソーラー・アグリパー
ク事業に賛同し、1億円の出資を行いました。また、岩手県への観光集客力の拡大に
貢献するため、世界文化遺産に登録されている岩手県平泉の中心的構成資産である中
尊寺に、LED照明設備と太陽光発電システムを寄贈しました。
さらに、2012年に開催されたルーヴル美術館による東北３都市巡回展への協賛をは
じめ、さまざまなイベントに積極的にかかわっています。

震災による経済的な理由で就学が困難な岩手・宮城・福島県内の大学の学生230人
に、2011年10月から学業終了まで毎月10万円を支給しています。2012年3月には
50人が無事卒業し、2012年度は180人に支給を継続しています。

従業員による募金や、労働組合を中心とした被災地ボランティアの派遣を継続してい
ます。また、被災地の特産品を東芝の本社・工場の売店で販売したり、食堂で各県の
食材を使ったメニューを提供しています。
また、2012年度から、東芝およびグループ会社の新入社員が、研修の一環として被
災地でのワカメの出荷作業をお手伝いしています。

JFみやぎに寄贈した燃料タンク 荷裁き所

南相馬ソーラー・アグリパーク

奨学金支給対象学生の交流会

ワカメの出荷作業を行う新入社員

東芝グループCSRレポート2013
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プロジェクトの現況

太陽光エネルギーで
植物工場を稼働させます
南相馬ソーラー･アグリパークは、太陽光発電所、植物工場、体験
学習の組み合わせによる地域循環のモデルで、2013年の3月に完
成しました。一般社団法人福島復興ソーラー・アグリ体験交流の会
は、南相馬ソーラー・アグリパーク内の太陽光発電と植物工場を活
用した体験学習プログラム「グリーンアカデミー」を開始しました。
東芝は、この事業に賛同し出資するとともに太陽光発電所の建設
に協力しました。

東芝グループCSRレポート2013
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「グリーンアカデミー」※には南相馬の市立小学校を中心とした生徒が参加し、自然エ
ネルギーによる発電の仕組みや電気自動車への蓄電などを学ぶほか、自然エネル
ギーを活用した植物工場で最先端の農業にふれ、農業の未来を考えるきっかけと
してもらいます。
※「グリーンアカデミー」の制作・運営は社会体験施設「キッザニア」を運営する KCJ GROUP
株式会社が支援しています。

太陽光発電所は、福島復興ソーラー（株）が自己資金と農林水産省の補助金（小水力等
農村地域資源利活用緊急促進事業）で建設しています。植物工場へ地産地消の電気を
送り、余剰分は固定買取制度として売電しています。

再生可能エネルギーの先駆け

異業種が協力して進める復興支援プロジェクト。
子どもたちの教育にも貢献

太陽光発電所の巡視点検を体験する子どもたち レタスの出荷

電気自動車

野菜工場

太陽電池の実験装置

東芝グループCSRレポート2013
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東芝は、東日本大震災発生直後から、物資や製品の提供という形で支援してきました。そし
て震災発生後半年ほど経ち、中・長期的な支援を考えたとき、子どもの教育と再生可能エネ
ルギーを結びつけたこのプロジェクトをご提案いただき、賛同し1億円の出資を決めました。
太陽光発電を身近に感じることのできるこのプロジェクトは、東芝が支援するのにピッタリ
のプロジェクトであり、青少年に科学の目を開いてもらうという点においても、素晴らしい
ものだと思います。
今後、東芝らしさを活かして何ができるか考えたとき、次世代の教育のために東芝の技術で
貢献できるのではないかと考えています。特に今回の「グリーンアカデミー」のコンセプト
は小学生への教育から大学生の研究までを対象とした素晴らしいものであり、東芝の技術や
ノウハウをプロジェクトに対して継続的に提供し、支援していきたいと考えています。

社 外 関 係 者 か ら

東芝に、ぜひ技術の力を活かした支援をお願いしたい

太陽光発電の体験を通して福島や日本の子どもたちの交流の場を、というプロジェ
クトに、非常に早い段階で東芝さんから企業の社会貢献としての出資という形でご
協力を決定していただき、援助とともに信頼をいただいたと思っています。今日、
地元の子どもたちを招いての体験学習が始まりました。東芝からの援助が、すべて
の始まりだったと思っています。
当施設は、現在は小学生が太陽光発電を体験学習する場となっていますが、休日に
はその他の人向けのスクーリングを開いたり、太陽光以外の自然エネルギーについ
ても体験できるようにすることを計画中です。その際、東芝には技術力もあり経験
豊かなエンジニアが数多くいると思いますので、ぜひとも講師として、またプログ
ラム制作のアイデアなどで協力していただきたい。そうしたことがきっかけとなっ
てエンジニアをめざす子どもが出てくれば、東芝にとっても日本にとっても大きな
財産になるはずです。今回のプロジェクトを決して一過性のものとして終わらせる
ことなく、継続するプロジェクトとして続けていきたいと思います。

福島復興ソーラー
株式会社
代表取締役 半谷栄寿

株式会社東芝 
執行役常務 横田 岳志

今後の展開

被災地域の復興を
継続的に支援していきます
東芝は2012年4月に被災地域における自立支援などを目的とした
復興支援プラン｢東芝 東北 ASHITAプラン｣を策定し､｢未来を担
う人財の育成支援｣を柱の一つに掲げています｡今後も､被災地の
状況に合わせながら､東北の復興に向けて支援を行っていきます｡

持続可能なプロジェクトとしての支援をめざします

東芝グループCSRレポート2013
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2011年4月、政府と東京電力（株）から、事故の収束に向けた3つのステップからなる当面の道筋が示されました。
その第一段階、放射線量を着実に減少傾向とする「ステップ1」において、東芝グループは、放射性物質を含んだ汚
染水の海への流出を防ぐため、サイト内の汚染水処理を担当。高い放射線と停電という厳しい作業環境下で、汚染
水を浄化して原子炉炉心の冷却へ再利用する「循環冷却システム」を2ヵ月という短期間で完成させ、稼働させまし
た。その結果、汚染水量の増加を抑制でき、発電所の敷地外への汚染水の流出を防ぐことができました。

汚染水処理装置について、当初は海外メーカーのシステムが緊急導入されました。そのシステムを運用するなかで、
東芝は大量の汚染水を処理するためにさらなる処理能力の向上と安定稼働が必要と判断。東京電力（株）に提案して
新たなシステムの開発を米国や日本のパートナー企業と協力して、5月に開始し、8月から稼働させました。
「SARRY™※1」（サリー）と名づけた新システムは、その安定的な運転実績と高い除染性能が評価され、10月から
は除染作業の主力装置として稼働。「SARRY™」の安定的な稼働によって、「循環冷却システム」による確実な原子
炉の冷却にも貢献し、12月の福島第一原子力発電所1号機から3号機の冷温停止に貢献しました。 

※ 1 SARRY™：Simplifi ed Active Water Retrieve and Recovery System

東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故発生直後から、東芝グループは政府および東京電力（株）の要請を受け
て事故収束と安全確保に向けた支援活動に全力を挙げて従事してきました。
今回の事故については、原子力事業に携わる企業として重く受け止め、グループの総力を挙げて対応を続けています。

福島第一原子力発電所の安全確保に向けた協力支援

放射性物質の放出・流出を防ぐ
「ステップ１」への取り組み（地震発生～ 2011 年 7 月）

安定した冷温停止状態を実現する
「ステップ 2」の達成に向けて（2011 年 8 月～ 12 月）

発電所の安定化維持と廃炉の推進に向けた
協力支援を続けています

東芝グループCSRレポート2013
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人による作業が困難な場所での調査・復旧作業を実施する4足歩行ロボットを開発、実際の発電所内の現場に投入し
ました。
また、現在稼動中の汚染水処理装置「SARRY™」に加え、新たに、処理水中のセシウム以外の放射性核種についても環境に
影響のない濃度以下に低減する「多核種除去設備（MRRS※2 ™）」を開発し、設置しています。原子力発電所の外では、引き
続き放射線量を可視化するガンマカメラ「Gammasight™」を活用し、地域の除染活動に貢献しています。

※ 2 Multiple Radio-nuclides Removal System 

廃炉に向けた取り組み（2012 年度）

４足歩行ロボット

Gammasight™

MRRS™ （多核種除去設備）「吸着塔」　
（東芝京浜事業所内）

MRRS™ （多核種除去設備）全景
（東京電力（株）ホームページより）

発電所で使用されたガンマカメラを小型化・高性能化した「ポータブルガンマカメラ」
は、通常の線量率測定器だけでは把握が難しい放射線による影響の分布を、色の違
いで可視化することで、効果的かつ効率的な除染作業を実現し、住民の安全・安心に
貢献します。

放射線による影響を可視化する高性能・小型のガンマカメラ「Gammasight TM」

東芝グループCSRレポート2013
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お客様に安心して製品をお使いいただく
ために､また､調達取引先も含めて人権･
労働･環境面などのCSRを果たしていく
ために､東芝グループでは調達取引先に
おける従業員の労働環境適正化や環境
負荷低減など､サプライチェーンを通じ
たCSRの取り組みを推進しています｡

東芝グループCSRレポート2013
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東芝グループでは､調達方針やCSRにかかわる要請事項をまとめた
｢東芝グループの調達方針｣｢調達取引先様へのお願い｣を作成し､国内外
の取引先へ配布して周知を図っています｡
また調達取引先を対象に､人権･安全､環境にかかわる説明会や､調達方針
に関する状況調査（自己点検含む）を実施しています｡2012年度は､のべ
約850社の調達取引先を訪問し､人権･安全､環境に関する実地調査を実
施しました｡問題がある場合には､指導･支援を行い､場合によっては取引
停止などの厳しい対応を行っています｡

説明会参加と調査実施調達取引先数（東芝グループ）
 内容 説明会参加 調査実施 実地調査
 人権・安全 11,032社 6,928社 1,339社
 環境 22,190社 23,309社 5,080社

（2007-2012年度､東芝グループ累計）6年間の累計

HDD（ハードディスクドライブ）の製造拠点である｢東芝情報機器フィリピン社｣（TIP）は、
2002年にアジアの企業で初めてSA8000※1の認証を取得。従業員の声を客観的に聞いて労
働環境の改善につなげていくだけでなく､その取り組みをサプライヤーにも広げています。

サプライヤーへのCSRマネジメントを強化するため､毎月1社（年間12社）の調達取
引先監査を継続しています｡2005年に開始して以来､現在までに125回の監査を実施
しています｡調達取引先に対しては､東芝グループ行動基準､東芝グループ調達方針、
SA8000､OHSAS18001※2､EICC行動規範※3などの基準にもとづき､CSRに関する取り
組み状況の確認を実施しています｡基準を満たさない調達取引先に対しては､是正を要請
するとともに改善に向けた指導､サポートを行っています｡
監査での主な改善指摘事項は､労働時間､休日･休暇などの労働条件や職場の安全･衛生の
管理などで､今後も監査や指導を通じて長期的なパートナーシップを築くべく調達取引先
のCSR活動の推進を支援していきます｡

※ 1 SA8000:Social Accountability International による就労環境評価の国際規格
※ 2 OHSAS18001:Occupational Health and Safety Assessment Series/ 労働安全衛生 

に対するリスクと対策の一覧化および責任所在の明確化等を目的とする規格
※ 3 EICC 行動規範 :Electronic Industry Citizenship Coalition Code of Conduct（電子         

業界 CSR アライアンス行動規範）

東芝情報機器フィリピン社での取り組み

調達取引先の監査
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東芝グループの紛争鉱物問題対応

東芝グループは人道的な観点から､コンゴ民主共和国およびその近隣周
辺地域で産出された､非人道的行為にかかわる紛争鉱物の金､タンタル､
タングステン､すずを原材料として使用しない方針を掲げています｡

2011年10月に紛争鉱物に関する社内体制を整備し､｢東芝グループ紛
争鉱物対応方針｣を定めてホームページに公開しました｡また業界団体
との連携､NGOとの対話などを通じて､本問題の解決に向けてグルー
プをあげて対応しています｡

2012年度はのべ10,000社の調達取引先に対して､紛争鉱物問題の理
解度および取り組み状況について､調査を実施しました｡

※東芝グループ調達取引先に
   紛争鉱物問題の理解度及び取組み状況について､調査を実施｡

2012年度　10,000社

東芝グループCSRレポート2013
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｢東芝グループ紛争鉱物対応方針｣（2011年10月）

東芝グループは人道的な観点から、コンゴ民主共和国
およびその近隣周辺地域で産出された、非人道的行為
にかかわる紛争鉱物の金、タンタル、タングステン、す
ずを原材料として使用しない方針を掲げています。

｢サプライチェーンへの徹底｣

サプライチェーンにわたって人権への配慮を徹底す
るため、調達取引先への要請事項として、｢東芝グ
ループ調達方針｣に人権への配慮と紛争鉱物不使用
の項目を追加し、2012年5月に改訂。サプライヤー
約10,000社に対して、徹底を行いました。

｢業界団体との連携｣

サプライチェーンのCSR推進を目的とするCSR団体
である、EICCへの加盟（2011年6月）やJEITA｢
責任ある鉱物調達検討会｣への参加（2011年11
月）、など業界団体との連携を図り、紛争鉱物問題
に取り組んでいます。

｢NGOなどとのコミュニケーション｣

紛争鉱物問題に取り組むNGO	Enough	Projectや
A	SEED	JAPANが開催するラウンドテーブルへの
参加や、米国政府が提唱する官民連携プロジェクト
PPA※への参加（2011年11月）を通じて、コンゴ
民主共和国およびその周辺国における武装集団への
資金源を断ち、経済的支援を行うことで、人権問題
解決を支援する活動をサポートしています。

｢紛争鉱物使用状況調査｣

2011年度:
半導体部門などの調達取引先約300社に対して、紛
争鉱物の使用状況や製錬所のパイロット調査を実施
しました。
2012年度:
東芝グループ調達取引先のべ約10,000社に対し
て、紛争鉱物問題の理解度及び取組み状況につい
て、調査を実施しました。
2013年度:
｢紛争鉱物報告テンプレート（EICC/GeSI様式）｣を
使用し、紛争鉱物の使用状況や製錬所調査を開始。
5月には、調達取引先を対象とした｢紛争鉱物調査説
明会｣を開催しました。

※ PPA:Public-Private Alliance for Responsible Minerals Trade
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環境基本方針

東芝グループ環境基本方針

東芝グループは、「"かけがえのない地球環境"を、健全な状態で次世代に引き継いでいくことは、現存する人間の基本
的責務」との認識に立って、東芝グループ環境ビジョンのもと、豊かな価値の創造と地球との共生を図ります。低炭素
社会、循環型社会、自然共生社会を目指した環境活動により、持続可能な社会の実現に貢献します。

環境経営の推進
環境への取り組みを、経営の最重要課題の一つとして位置付け、経済と調和させた環境活動を推進します。
事業活動、製品・サービスに関わる環境側面について、生物多様性を含む環境への影響を評価し、環境負荷の低減、汚
染の防止などに関する環境目的および目標を設定して、環境活動を推進します。
監査の実施や活動のレビューにより環境経営の継続的な改善を図ります。
環境に関する法令、当社が同意した業界などの指針および自主基準などを遵守します。
従業員の環境意識をより高め、全員で取り組みます。
グローバル企業として、東芝グループ一体となった環境活動を推進します。

環境調和型製品・サービスの提供と事業活動での環境負荷低減
地球資源の有限性を認識し、製品、事業プロセスの両面から有効な利用、活用を促進する、積極的な環境施策を展開
します。
ライフサイクルを通して環境負荷の低減に寄与する環境調和型製品・サービスを提供します。
地球温暖化の防止、資源の有効活用、化学物質の管理など、設計、製造、流通、販売、廃棄などすべての事業プロセス
で環境負荷低減に取り組みます。

地球内企業として
優れた環境技術や製品の開発と提供、および地域・社会との協調連帯により、環境活動を通じて社会に貢献します。
相互理解の促進のために、積極的な情報開示とコミュニケーションを行います。

2010年6月1日 改定

「環境活動」については、「東芝 環境活動」ホームページでご紹介しています。
「環境レポート2013」は2013年9月発行予定です。

パフォーマンス報告
環境

東芝グループCSRレポート2013
91



��f&��qďŁ åăI¨¤Ȧ¦
'!�� ($&��(!

����)9�>�Cl�@O

°ő`p`Kíðþ¶Ï OKl���b`�qșÅJX[!ƬǯǟŘÏǠMȢŕȩÏJC.EKǜĮȗǻ

'!�� ($&��(!�L�2

°ȍFLÏȅ!©ÁţƲ!©�ţț!ȥÝIHKȺƾ^j�&��Jȗǻ<!åă#ȟ×IƏƂJX[¨¤ňä^ǅā>[GGUJ!µňª
KƈÿGÈ±^ėƈ<A1ǊƱKîß#îī^ǆBE.R>"
@K×ȷJć7!)°ȍj�&�ãĴÝƝ*^ǡÔÙ<A)°ȍj�&�¦äĤř*Kȗǻ3l���b`�qKĤ�GĭǇ<!>PEKÂ
�©FǢȒ>[9GIHJXZ!j�&�#j�&��F)°ȍj�&�¦äĤř*KȰȜ^ǆBE.R>"

'!�� ($&��(!�aC:?

°ȍFL!�qi#l���b`�q��p��{Kȗǻ^ǆ[AT!ß©K�qi#l���b`�q��p��{^C2:H[ŴëŲÑ
^ōƦ<E.R>"RA!l���b`�qJÇ>[ė�¨ĥ3³µ<A±«JL!¨ĥJť=øƊKš©ÁĲÑ�IHFȳƳJ¹ťĐ^ġ
Ɨ<!×Ő>[Ôñ^ŊÈ<E.R>"
:YJ!šÃƕ3Ûǈ<El���b`�qƒłKęŶVŃ³ŶŘJC.E4Tǭ2JġƗ>[9G^Ë=E!�qi#l���b`�q�
�p��{KöÙ^ǆBE.R>"

'!�� ($&��(!aC:?	b


,���$��'ǤáJĤD5œƌÚĿǀō(G��'ƇƛĢǀō(^«]?AȈȡ

東芝グループCSRレポート2013
92



š�K)°ȍj�&�¦äĤř*ȵÂ

`p`¶ƞKþ¶Ï ^¹ƉG<A{�&}
&ĹƜ

 ($&��(!M]

°ȍj�&�FL!)°ȍj�&�¦äţř*^����ƓJȹȣ#ƃȀ<ĹƜ^¦BE.R>"
)°ȍj�&�¦äĤř*JÇ>[ĹƜ^L=TG>[šƻl���b`�qĹƜJC.E!ǞǴ
ŒĹƜ!ŠƻŒĹƜ!ãĴƙÃr�}&JèZ¸\E.[Q2!ßǙ¤Ñ^¹ƉG<A���&~�
jIHUǲĀ<E×Ő<E.R>"
ĈõJ1.EU!g�y�VȢŕȩG.BAė�l���b`�qƒł^ŶŘ>[AT!ƽƓȓK
���&~�jĹǩ^ñĵ<!ǃÒ#`p`FƷÓ<E.R>"¡�FL!þ¶¨Ĭ^NR0A�q
i#l���b`�q¨ƪŜ^ĵù<!¡�K°ȍj�&��©JĹƜÞØŎG<EƃȀ<E.R
>"

 ($&��(!ig�E��=�G�

°ȍFL!j�&��Iţñäć^NR0E!g�y�GȢŕȩKęŶJǮÊÀJèZĕ_F4E
.R>"�����ÐUĄ4Ā4@KèZĕSKöÙ^ǆZR<A"
ǡÔÀJL!ƬǯǟŘÏKȺƾGõ�åúÑGK¾KȢŕȩKŶŘJÇ>[�CKhb|�b�J
C.E!9\Y^ǢȒ<A�Áõj�&��©J¬íŮĂ^×Ő:?!·ŮĂ^Ë=E!ĺÞųƺ
KȪȚ!ĹƜKȗǻIHJǧTR<A"
RA!ƬǯǟŘÏKȺƾGõ�åúÑGK¾KȢŕȩKŶŘ^ÖÀJ!°ő`p`KíðþÏJl
���b`�qșÅ^¦.!șÅĚ{w�J¹>[�`��j^ƫTA×ĂVșÅĚ¶ƞFK��
 #�&g�qt�ć7ĹƜ^¦.R<A"
¨¤JÇÛ<AÏȅKȺƾJC.EL!ĹƜK×Ő!ÇÛz&t�&qKňÞ!¬íŮĂIH^ȗ
ǻ<E.R>"
RA!°ȍKl���b`�qKèZĕSJC.EL!��ÅõÃǔŧŞJX[ĊóªǍĳ^ą
7!Ęǝ:\AÁĽJC.EĠǗ^¦/IH!ǲĀÀJl���b`�qÔñK²Ļ<öÙ^ǆBE.R>"

 ($&��(!\N3�1U

ė�Il���b`�qƒł¨ƪ3³µ<A±«JL!ăŊI¨×ÇŌKȪȚGļǨKƶÍJǧTA/0F!¨×^ļȻJą7ŘT!ƒł<
AǙ¤ÑKŪ®^ƫTǛăJ¹Ū>[GGUJ!Ń³ŶŘĐKȗǻ^ǆZ!ŝðJť=ǣ»2CǣņJĬďÓķ^¦BE.4R>"
�����ÐL!�����ÐJ³Ǫ<Aj�&��©Ǚ¤ÑKƎ Àæă^ą7E!)b�yj�yaŠ±�&ya�j*F)æăèĄ*^Ďǩ
J>[IH!j�&�ßÔFŃ³ŶŘJć7AèZĕS^ǲĀ<E.R>"

8F?9

°ȍFL!Ïȅƒł^¡īG>[l���b`�qƒłJÇ>[©ÁĬď^ŕŜ<!¬ȬĵÞ^ǎ2?E¬Yæă^ă<E.59G^ÖÀ
J!������­JÁÃËďñÐ^û7!ĞÂ�&�!ĞĉIHJXBEǙ¤Ñ2YËďVâƠ^ą7Ŕ7[X/J<R<A"�RA!�����

­JL!ĢœKàƨ!į¨³ƑIHKèĄJÇÛ<AǙ¤ÑKl���b`�qƒł^ŶŘ>[ATJ!èĄĚ2YËď^ą7Ŕ7[èĄĚ
ËďñÐUû7R<A"
9KX/J©Áõ2YËď^ą7Ŕ7[ñÐ^ƁŢ>[9GF!¬ȬĵÞJČ0El���b`�qƒł^ǸŘ>[çŅUìƔ<E.R>"
j�&�š©U·ƱKËďñÐ^ź¸<E.R>"

東芝グループCSRレポート2013
93



ň³Iò²ľǕ3¦]\A�&ya�j

.h�8F?9

 ($&��(!X`�AK�VD

šƻl���b`�qȗǻŐĐK×Őųƺ^ȪȚ>[J-AZ!l���b`�qŴëÃƕL!ãĴŮĂ^×Ő>[ãĴŮĂÃG¿ìÀJĬ
ďľǕ^¦.!ãĴŮĂK×Ʈ÷ć¢^ǆ[GGUJ!ŮĂģŇ^ŐĐJłǱ<E.R>"
RA!°ȍFLȉ�!)°ȍj�&�¦äĤř*JÇ>[Ǚ¤Ñ`�k&{^×Ő<!l���b`�qòǇć¢ŐĐKÈĥIHJňÞ<E
.R>"

N-*5S7��6PjW�fB

°ȍFL!���
�Jě�ś^L=TG>[ł©�ÀŖÊGKȆȧJC.EèǿŲ�FÉÕ>[GGUJ!�����JL°ȍj�&�¦äĤř
^Ġ¿<!22[ŖÊK¨¤ňäOKÇżKȞȆ^Íİ>[9GJXZ!ǣÏ2CǣăIħ¤ňä^Ȯ8[©õ2YKƹȖOKǛăI¹ť^
¦BE.R>"
:YJ!ł©�ÀŖÊGKÇŌKȶŰ^.B@/Ŋ×IUKG>[AT!ǤáşȘ'.]W[ȂÊĩȐǒşȘ(K²Ļ<!ßǙ¤ÑOKȫ³
IH!ƻ%KŐĐ^ȋ=E.R>"
RA!Ŧǁ!ȏôǔŧŞ!ß�ȂÊƤƀĺäǅār�t&IHõÃçÇGKÛǈJXZ!ł©�ÀŖÊ2YKƹȖJǣ»ǣņJ¹ťF4[Ô
ñ^žȃ<E.R>"

T/%�"�(��8�� ($&��(!dY�k@
°ȍj�&�L!���ãĴK×ȷJ-ABE)µƦ#îß!l���b`�q*^éŏĚJ<
E.R>"l���b`�qòǇ^ßǙ¤ÑJȰȜ:?!ħ¤ǏŵG<E¿Ɛ:?E.5AT
J!šŠ±F)b�yj�yaŠ±�&ya�j*^×Ő<E.R>"

9K�&ya�jFL!Š±FŻ9ZĨ[:R;RIôĎJC.EƊÝŠGƊÌKǙ¤Ñ3ĉ
<«.!GUJĸ0!1Ȍ.Kŀ.^ŗŉ<E.59G^Ë=E!ơFUüǶJâƠF4[Š
±ƢƖ^C5Z!l���b`�qƒł^ęŶ>[9G^Ǧ.G<E.R>"�����ÐL)æ
ăèĄ*IHl���b`�qJÇÛ<A¨ƪKQ2J)ƮŨÀIǎ4º*KX/I¨ƪUĎ
ǩG<E×Ő<R<A"

RA!Š±�&ya�jK×Őųƺ^ȪȚ>[ATKz&t�&q^žȃ<E!šŠ±KƊÝŠ^Ë=EǙ¤ÑKŨĻIſ^ŕŜ<!
Š±J17[l���b`�qòǇKȰȜ#ȗǻųƺKȪȚ!Î¼KȰȜĐKġƗIHJŲÈEE.R>"

0JeQ

°ȍj�&�¦äĤřJ1.E!)´ĝĒRAL´ĝĩÔJ¹<!æǣăIčƭ!ǼȲ^Ʃż<R?_*G¿TE.R>"
RA!°ȍFL!´Đ�ğK´ĝK×þOKȤȎ!Õ�ñÆííŽKǄßI³ƷOKȤȎ!´ĝØ§KȜÍ÷ć¢OKȤȎIHKAT!©�
ȤȎK£ƢG<EŝðJť=E´ĝǚŔ^¦/9G3-ZR>"´ĝǚŔ^¦/±«L!©ÁţƲJĤD.E¯Ā4>[GGUJ!�ÁFL
´ĝØ§ţăÏKȺƾ^ȗǻ<E.R>"

東芝グループCSRレポート2013
94



����	,+fBIR
���'!�[;

¶ȊVǏċũIHK�ţǂǳũOK¹Đ3Ś®FI.±«!¥ìJ]ABEȔ¤ǾŘJȠZ!Ĝ�IǋƋ^ƍ[G·»Jqy&i��u&J
ȸ�IƧƸ^ż0[Ȅ\3-[Gƥ¿:\R>"
°ȍj�&�FLǙ¤ÑG@KĒǘKîßŊÚ!ƍǳ¶ƞKƣǺ#ƣǌĖƆ!¨¤±#į±KÚßIHǙý2YŶǳ¹Đ^¦BE.R>"9
\JČ0!�ţǂǳũVÄƯb���e�nJXBEƍũ!ǋũ^ą7A±«FUƇœ#m&�qKĶƩ^ǲĀ-[.LƅìJŃÓF4[X
/!©�À#ãĔÀƧƸK�4.ėð¨¤^¡īJ���^Đ¿<!ǲĀÀJĠǗ<E.R>"
RA!°ȍj�&�FL!°���Ȋǳ^ą7!���
�2Yß©ÀJƷÓ^āTE.[���Kƍũƥ¿^²Ļ<R<A"šǵÿFKǙ¤ÑK
îßŊÚ^ǆ[GGUJ!¨¤ǲĀKǐÿFU¹Đ^āTE.R>"

,����������������������������

<^�����#&�(�?4

°ȍKàƨÃƕL!�����JŻ9BA°���Ȋǳ!tbȴċ^NR0E)ǳũJö.àƨÔñKžȃ*^T;<E.R>"
ŉ¨Km��bvd&�KȱŰ�qiK¹ťG<EL!àƨºŷJ)æǽKǳũǫ³µ»KƩưǲĀ*^ÄAJƤČ<!àƨèĄĚJēÊ^
ðƴ"Č0E!ƵçƊÝǖřF-[)àƨ���hb|�b�*JǬBE�%�qi`rq��{G�qi�wpJèZĕ_F.R>"RA!
àƨĚKĜƱÙ#®ȁÙLéėðŐĐK£CGĸ0 m��bvd&�KȱŰ�qiKƿÜÙG ȱŰ<A±«KƣĦRFK»¾ǰǷ^T;
<E.R>"@KŐĐK£CG<E!m��bvd&�K¢ůF-[ħ¤Ĭď^ƊÝ>[ƼĕS^�����Jžȃ"j�&�����FKĺÞ
^Óŋ<A9GF!ŉ¨K¹ťÊ^Ɛ×JöÙ<E.R>"
9\YKQ2!�``&q^ƫŉ<AàƨœKàƨ�qiV!êÂÊ³ĞøKȨǎǾŘJGUI/ĞÊæŸJX[m��b�&KȔ¤ǾŘ�
qiIHJC.EU!ÇÛÃƕGÛǈ<Eȭ»¹ť<E.R>"


c_�,+fB�HZ

°ȍs��&o���ń�L!�����
­JéÄKȑȊoqy�^Ţ0A°ïĊız&tr�t&^đÁFéU¶ȊƵūÐKƄ.¶ƞJ!RA
���	��­JLǹȯ¶�wi`w�ĚG<EňÞ>[ǥȕz&tr�t&^Óû<R<A"z&tr�t&KŭưǓĺŤVzanqt�g�
�KATKm&�qIH!¨¤ǲĀ÷^Ė0[!îī#îßIi�c|m&�q^ĶƩ<E.4R>"

�ń�°ȍ zpt���uix+m&�q©L!�������­J�&|zaqi|�b�KǉǑ^¨½JġĮ>[űƚ^Ó³<R<A"�&{
�sl�2YèĨ<AÁƘ�&|zaqi|�b�KȇSèZe�&ÅĆVȨǎ»¾IHKz&tG!ǉǑ<A�&|zaqi|�b�Kz
&t^ŕŜ<!ĨY\A�ƟKz&t^Īȝ>[9GF¨½ġĮ^ŬŅJ<R<A"9KűƚJXBE!�&|zaqi|�b�3ǉǑ>[
½Jz&t^�wi`w�!1ǊƱKėðIz&tKŹƋ^Ŷ69G3F4!ħ¤K¨¤ǲĀJȤȎ<R>"

東芝グループCSRレポート2013
95



\^N�`fV·Î��¯8pnŊo
/5�CA�06

.E06:��/5�06

/5�06����'@

vłQd�_;��ć���ĺIōĔ+/�¯8�°I�,4��ć�°¾6:Ę�8\�XZ�TW_:ñĹ9ĭ?4�>-�

vłQd�_iq:x¡8D<9S�]VËĈ9»�8ëØIìHG4�F�ć�°¾:ŉĎ9�vłQd�_:�ć}îICEï%(�Å
�/0%66@9���
ę«9(¹��/0%'6I��9����	g�t9�vłQd�_:�ć}î�±���ć}î���I �+�h
�¤:!�°Ď9|+4�Đ+>+/�

>/�����g	t9;��ć}î�IÁ�+���ć�°¾Ď=:!ľ��9�k¬�ėĞ��þx=:ôĽ92�4�Ì-F66@9��
ć�°¾Ďsõ:�ćÑ�9@�j}îI�Ō+4�/0&FC �Đ+>+/�

>/�����g	t9��ć}î�IÁ�+��ä�°�Ó~!C<ĵª�°9�/14��ĺ�qiäŅ:ōĔI�ć�°¾��:Õ¾àÄ
6+>+/�>/ēhňÛŋ�IÏĴ+��DBFµæ�Ôr=:ňŋoĳ:ĨÝI�ć�°¾=:�Đpń6+4Ć´+�Ĳ.4h�¤:
�ć�°¾9ĥÈ+>+/�

/5�06�NL�����-1

vłQd�_;�sD:�ćÑ�6��ć�°¾Ď:Ñ�6Ŀ}9!&F��
:ŃķIę«-F�ü6+4����
g�t9��Ð�vł:j
q�ć�ü�9ĝüºĠI¨Ú+��ć���ĺIōĔ+/�¯8�°I�,4��ć�°¾6:Ę�8\�XZ�TW_:ñĹ9ĭ?4�
>-�
�ć�°;�h�¤:���ĺIōĔ+4�Ö)GF'6;� >5@�E>.J�vłQd�_:�ć�üá 9��+/��ćō�� 
Iòã+��ćō�:|åI¥�+4�>-�
�ć�°9""HF�ō���:Æ·;�':�ćō�� I�,4�Qd�_iq=ĥÈ�Ńķ)G>-�
)D9�jq�ć�ü#�į+�ō�ø�r�ę«r#mġ-F�ćō��ŁiI�,4�âĒÖ¸IĥÈ�Ńķ+4�>-�

%M�!������.EI3-1J

東芝グループCSRレポート2013
96



06:�&B�
�)81,�� �"���������"	

vł5;��°¾�· ��Pc�f�\�XZ��bLf�I�¨+4�>-�Rf_bLKfVA�¯8�°:ğ©"DvłQd�_�
Ôr:£¶©AĶăI(¼Ħ�/0�4ďA"9Ň¯5$FC ��Ô�°¾87= �:ĥÈ6Ñ�I!ľ�+4�>-�

/5�06�NL�����2;�?4�*G+�OH�NL�

�Đ�°I�Ö+4�Fh�Qd�_iqI|÷9+/ç®Iĵª�9�Ö+4!E�ÁĢ#Þ�6Àè)G/pń92�4;�ÁĢ½Ù9
İ1/ÁĢ^Ne�I�Ö+�)D8FŃķIĚ14�>-�

/5�06�NL�����=D

�¯8�°IŃķ-F/?�vłQd�_5;)>*>8�ćō�ÍāI�Ö+4�>-����
g�"Dļg�Qd�_h�Ĥn�I|÷9
+/��Đ�:��b�[fQI�Ö+4�>-��
Qd�_�ć�ü�²&9;�Ī¯8�°I�Ö�ĩ<çĂ-Fĳ9��Ąá§:âĕħ5�CEy�8ĝüÍāI�Ö+4�>-�
Qd�_�:�Đ�°:Ī¯�I¼ð-F�ćō�ç®�I½Ù�9ā¦+��ćō�� :�9ôÚ+4�>-�

.E06:��9(

vłQd�_;��ć�°¾:ŉĎ6�ŀ­ī9Â3�/\�XZ�6+4:�Ô3%EI«?4�>-��ąý9ôĽ+/�ć×IĪ¯8É
Ò6×ù5���9ĈČ+4�/0%'6#Âj5-#�±�:Ñ�@ċĖ�9o��vłQd�_6�ć�°¾:Ŀ}9acWX:�F
���������:�Ô¥�I«?4�>-�

��� �ć�°¾:ĊsêÿIÑ�+/�Ļ�Į:Üz�w

��� vłQd�_:êÿ�Ix"+/�ć×:×ù²l�öĀRVXģ¿:Üz_eUMPXę«

��� vłQd�_:�ć�ü6:�Ĝ9CF��ć�°¾5:�ćRVXģ¿Ñ�:đ�

<#�F7�
��K+��$>�/5�CA

vłQd�_;��ĺōĔ;@6CE�Ę�8éŊo�qi�ă9+/#1/ÊnÑ�IŃķ+4�>-�ĊıĨÝ�87:ōĔ9ÔFOL
YbLfI�?�'G9İ14sß5�¯8ûó9ĭ?4�>-�>/�Æ·:í¡ÉčIÇě+�ÊnÑ�5ÃDG/³¢r9�-FÆ·
92�4;�Ĭq:Ênņĸ�úkÆ·87Iĉ?4Ī¯8}�5{u+ø�+4�>-�

東芝グループCSRレポート2013
97













cdW#gn]ÃÛ�¤¹C{xļz
.�+�

.�+�	����'

�Ĳ[l#eD-1PćwĀ�EÑt�öF�Ĳ[l#ez¢ÑèD×6A-O&{xß¢Sz,rL�ĈEćwĀ�D�6P�į$otE
�~F°Ĩ�% ĞG�r§­ġÏ"òĄE¥ºSz,�~F�rEćwĀ�D�6P�įSŁĐ6P2A'&rÐ�CÀ¼Aª�EīÆS
Ľí6P-8QE*P¥ºD�ø4C+2A'@6!�
2EÑt�öDÑ>0&ćwĀ�em[jh�½� �Ĳ����(�'SÅ�6PAAKDćwĀ��¬SûĮ4 ćwĤïE«ģSÍñ6P:
JEġÏ"òĄEĿĝÍ�AĚàC¥ºú¸ �©�CćwĀ�ð¸ �ó�"ęx�HEØą ³Ā[l#es|D�6PË÷"ÉýCB
S�ã4?+I6!

�1.�+�
������1�����

�Á�Ĺ�Ñt�ö
�Á�Ĺ��ĂE�ù
�Á�Ĺ�ćwĀ��¬
�Á	Ĺ�Ā��¶
�Á
Ĺ�Øą
�Á�Ĺ�ð¸
�Á�Ĺ�āÜEÛÕ"ĻĦ
�Á
Ĺ�[l#es|

(����������������������������������������

.�+�	�����

�ĲEćwĀ��¬F �£ķzóI:F8QD ¨6P}SćwĀ�E¦�đâ}DĠ? 8E¦�đâ}EKAD&�Ĳ����'EÙ��
ĩSĀ�6PÈĖA4?ćwĀ��Sæ+?+I6!|�Xncb#@FXncb#|yI:FĢ|y/ ]^d�ă@F]^d�ăy/ć
wĀ�Sõĺ6PćwĀ�õĺđâ}A4? 8Q9QEćwĀ��¬SûĮ4?+I6![l#es|D-+?KćwĀ��¬SûĮ4?
+I6!

�1���

.�+���

東芝グループCSRレポート2013
103



0#�&,
2/"�

�įDMO¡Ç­xpĸEćwĤï/ê«.B,.SÍñ6PĿĝÍ�F þäEìà ²ÞSľÕ4:ë�ăEòĄ}/z+ ĿĝÍ�đ
â}/ĭÔ4I6!3ND Xncb# ]^d�ăEćwĀ�đâ}/�įDĶN4?Ý�_V`Z4 ¯ÂC+2ASáÔ4I6!

��)�

¥ºú¸F �ħáÔLĳĔú¸S¥º�ă/z+ Xncb# ]^d�ăEćwĀ�đâ}/¯ÂC+2ASáÔ4I6!
3ND ¡Ç­xpĸEćwĤïSê«A6P¥º ĪĆE*Pr"�Ĉ¾1¥ºCBD=+?F ćwĀ��/Ý�ĚàDú¸Sz+ ¯
ÂC+2ASáÔ4ĭÔ4I6!�
¥º�ăF ¡Ç­xpĸI:F�r�ÄEćwĤï/ê«C¥ºE�~DF ćwĤïS¥Ò�D¥ºSz+I6!

.�+�%�

]^d�ăA8E³Ā6P[l#es|-MGXncb#D�4?F ćwĀ��/�©�Dð¸Sz+ �įSŁĐ4ğ¹DćwĀ�/�
ã3Q?+P2ASáÔ4?+I6!Xncb#F ³ĀE[l#es|D�4?�©�Dð¸Sz+I6!ð¸@EËĜD=+?F ÎĘ
îæÌåSÖw37PAAKD 8EÎĘ�ãôďSáÔ4I6!

.�+�$-

ćwĀ�EÊ«²SÔē37 .=&�Ĳ����'-MGćwĀ�ìČSěÕ"ĴĬ6P:J ćwĀ��FXncb# ]^d�ăL[l#
es|CBD�4ćwĀ�Øą$�ĊØą ĕăØą%Sz<?+I6!
3ND �ĲE�ęx�S�ÿDİq)j#bn[ØąS�ã4?+I6!����q�F�����	u/»ı4I4:!

���
��	���!(� *

r�FK;RT¿°E�Ĳ[l#es|F &�Ĳ����'SialD¨|A�ċEćwĀ�Sz<?+I6!2E�ãôďD=+?F ćw
Ā�ð¸S�5?áÔ4I6!
ćwĀ��F Xncb#L[l#es|SéJ?ćwĀ�Ē·s�Sİ��ĥ4 rÐÓç ì¬¢¾ «č{ĵCBSĎĉ6PAAK
D ÓÃ"®�ÚėSz<?+I6!Xncb#³ĀE[l#es|D�4?F Xncb#/ćwĀ�EË÷"ÉýSz+I6!
I: ¿°[l#es|D�6PÉý±�S��D µ�EćwĀ��´}S�ÿA4? ����qDFvrEŀü@ ����qDFv�"U
dkX"\nYf#l@ÓÃÚėsS�ĥ4I4:!

東芝グループCSRレポート2013
104



��s0��}úğ*ØòW¦£Ʋ¥
+(������5$

+(������� �
�3

®ơZ+4>źūYĐú+ÕĕĐú+łš-²ãĐúWV+¦£ư¥ĳŬTÛƢ<J^SYĐú5YŉãĔŪlđŸH+�§ĐúlƫƙUH
SřÑJiUUdX+LYÙƆòWÊė-Ưƹ-ÙÝøÒYŋıWVĐúYÏļXƊciEUlČ�¸ŌUHS;`J,EY¸ŌZ+®ơy
�0�¥ÖČĲY4�§Đú-�§ŉãYÏļ5YƤXĺºH+®ơy�0�YÓŃÉ-ſ£ÉXƀĒHS;`J,
®ơZÇƛe§�ťŞYķÎX·ĻH+`MĐú~w���plfhĩÍXřÑĚÒJiMc+ÁĪJiĺŬƁlƑï»X°ěHS;`J,
EjgYÛþaZ+�¼æy�0��§]ůÊH+öæX>;SZí´Y¦Đl\`=MĺŬRBhUĚÒlðcS;`J,

+(�������5$!%

®ơy�0�Z+Đú~w���plÕĕŢùUHSÛhþbMcX+®ơYĐú-~w���py�0�ŅÝƧ¥ŃlŇƭųī¨UH+§
¼u���0§¤1}��½ŝ¤+y�0��§§¤WV+ĸþŽY���lųī¨UJiĐú~w���přÑËâlœƚHS;`J,
Đú~w���pŇƭųī¨Z+ºÞ»XÓ§Đú~w���pēÉ�lÊƎHÓ§XĪiĐú~w���plĩÍXJiMcXĵàWŒÌ
l¥;`J,Đú~w���p~��0¤Z+Ó§Đú~w���pēÉ�Y¦ëňlëci_?+Đú~w���pŇƭųī¨lŏŕH`
J,`MĐú~w���pXĪi§¼ĺŬ@Âƨ+ŨĽ»?QĩÍXĚÒGjif<ĭûlÃčH+Í¥H`J,
Ó§Đú~w���pēÉ�YĸēÉZ+���2��������&���#!$ ��"�����"���!�"'�������%3+Đú{}��½ŝ+Çë½ŝ+�¦½
ŝ+Ē»ŉã½ŝƈ+ÁÐ}��Y½ŝ¤@ëc+éřJi£ëƦƕX>;SĐú~w���plĩÍXJiMcXĵàUWi¦ƤXQ;S
ųīlņ;`J,
§¼u���0X>;SZ+u���0§¤@Đú~w���přÑųī¨lëc+ĸu���0YĐú~w���pXQ;SÓųīlņ;
`J,`M+řÑųī¨ZÍĭřÑ¨līŦHřÑËâYĚĕXQ;SųīlņkKS;`J,�
`M+řÑųī¨Z+éřJi®ơy�0��§X·HS+®ơUµƏ���YĐú~w���přÑlÍĭGKiMc+āō-ÿŖl¥;
`J,

�:�����+(������5$!%

東芝グループCSRレポート2013
105



+(������� �
&*�1'

®ơZĄūW¦£¬¿lĨJiEU?g+Ó§YĐú~w���plĩÏJiMcXZ+ĸ½ŝ@ªƝ»X9876zqx�lÀJEU@�
ĤNUĘ=S>h+J^SY½ŝZ+ƞ�+§¼�0�YƺűńŰlªgîćH+åùîY±°-ĆžXƊcS;`J,
ĸ½ŝYîćċĥeĆžħÖZ+Đú~w���p~��0@żĔH+Ƭò@ĵàT:j[āō-ÿŖJiUUdX+EjgYńŰlŇƭų
ī¨XúğH`J,
`M+EjgYÛhþaZöælŧb®ơy�0�ÓËXůÊHS>h+ƞ�+®ơY_?�¼æYJ^SYy�0��§@ªßŀñl¥
;+ĸ§YĐú~w���p���Yõ XQWDS;`J,
W>+®ơy�0�TZ+ĀàWƫƙĐúlÛhƢ<¦£½ŝl�ďX+Đú~w���p��|���{}������������"�#%!�'�#"
���(%�')���"���!�"'��)&'�!�đĞlÛĎHS;`J,�����	«íĶ+®ơlŧc+��§2�
½ŝ3TđĞlÛĎHS;`J,

+(�������)

®ơy�0�Z+	QYŗîTĐú~w���p·ûlÍĭHS;`J2Å×Ĺƥ3,EjgYĭûZ+Đú~w���p~��0@ĺŬev
q��q�XƅhĊa+ÄĒeŚÆ�WVXfPS®ơy�0�ÓËXƀĒHS;`J,

���4&�+(�������)�".

·ûĬ¬ ¼Ĝ

2�3þŽ»·û.
ËâlQBh+�0�lQBi

-Đú~w���pÁÐĺŬƁYºÞ»W°ěH
-ËâYœƚUƔü
-ŀñYÍĭ*WV

2�3�»+Ç»·û.
�0�lſ£ÉƏXűgKi

-ƒ£ĺƐTĐúÏļőëeƱƐWVºci
-ºÞ»Wſ£ÉęţYÍĭ
-ēƉăYĐú~w���pżĔeƫƙÏüƇÔYƘċ*WV

2�3ĈÑ»·û.
�0�YƃËÎlĈÑ»ĦĝTÿŖ

-ĐúÚũYü¡HřÑ
-ĭìÃ¶hâŎe+¶ŠŲ2Ŵ3řÑ
-ĀàÈY³;ĐúYĭƷřÑ*WV

2	3łš»·û.
�0�YƃËÎlłš»ĦĝTÿŖ

-rq�}·ûe�0��p}xYƮƍÎ
-~w���p���YƆÒ
-����0x�nqors0�YƆĤWřÑ*WV

ĴXłš»·ûTZ+�/³ÈÎJizq�0ƂŵWVXfiæ½?gYÙòox~}eĐúYƯƹlĂŋJiMc+§æXØÊJiz0�
YÏļ·ûlçÎH+§¼Xrq�}WV@ƪ¶HM¯©TdƶŭXľįTAif<X§¼{}��YŀŗlçÎHS;`J,

+(������,6

®ơZ+§¼�0�YƣƖlŷiMcX+J^SYŃÉ+ſ£É+ŤƜ§Él·ŘX+ƞ�Đú~w���pęţlÍĭHS;`J,�����
ÈZ®ơÔ�á�+®ơy�0�ÓËTÔ��á�@���0��yeƟőlôƟH`HM,
EYºÞęţY_?+Đú~w���pYŶðÍë¨õCYŻŝęţlÍĭHS>h+�����ÈZ
��@ôƟH`HM,`M¾ƩƄÒ¨ō¶
ęţY¢ťUHSĐú~w���pu�w���@þ`jS>h+�����ÈdÓ¾¶§É@Đú~w���pęţlôƟH`HM,

東芝グループCSRレポート2013
106



;9+(� �
#0�3

®ơZ+Đú~w���pÁÐĺŬlºc+ƫƙĐúYÏļlƆĤX¥PS;`J,���
���«ĭ¥YĆòÙòśŔŋıÇlƇÚUHS+®
ơTZĆcS+ª§YĐúUƇÔXČRA¶­HM>źūYƫƙĐúlƆĤXřÑJiEUlőëRC+ƈ§Đúlª§ĐúXƗ¶GKW;
WV+�0�lçÎH`HM,
EY¼ĜlƣƖJiMc+�����ÈYĐú~w���pęţYĉX+Óſ£É?gƫƙÏüXĪiƵÔģlÛĎH+LY¹Y¾ĺƄÒ¨?g
dęţYÍĭ¹XƵÔģlÛĎHS;`J,

;9+(�#0� �
!%

;9+(�#0� �
!%

®ơZ+Đú~w���přÑËâlœƚH+ŃĮUųīlºcĺŬXČR;SĚÒHS;`J,

®ơZ+Đú~w���pÁÐĺŬX+4ĐúlĖêH+ŊHBZ÷ä¨?gűƫőëeřÑőëlņPSĐúl¶­HM½ŝ5lĐút0
�0½ŝUºcS;`J,Đút0�0½ŝ¤Z+ĐúFUXÚƙè+ƌÓè+ĿÒèlƳčHSĀàèląŁH+ÛƢ¸ÇlºciWV+
ƫƙĐúYÏļX:MPSĀàWŃĮlŅPS;`J,

;9+(�<=
	�8���/

ƫƙĐúYƯƹWV+á@¢Đú~w���p¦Ź@±²HM¯©+Đú~w���p¦ŹúğËâXƐh+ƶŭW·ĻlUPS;`J,

+(�������8(-!%

ſ£ÉZ+�§ĐúYƯƹƏY¦Ź±²ƴZLYĿĢèlđĒHM¯©+ěOXÍĭřÑ¨]ÐƠH`J,úğlôCMÍĭřÑ¨Z+ÜƋ
YŮÆeġ±ŋıûYćşWV+ĵàWƓįlƟI`J,`MÇƛWVXŜĠJi>LjY:iĀ�WƫƙĐúYƯƹ`MZLYĿĢè@±
²HM¯©Z+ƸÝJiÇƛWVXſ;+ÁÐ}��½ŝX>;SýÌY<=+Ø×WVY·ĻlÍĭH`J,

;9+(����
�8���27

�����È+�§@ÏĨJiĀàWĐúYƯƹ¦ŹZ±²HS;`Km,óïAĐú~w���pXĪi¦ŹŋıXõCSáÓYŐİTÛhþ
mT;A`J,

東芝グループCSRレポート2013
107



dfO�ktXÔù�²Ì6��Ű�
7�-*"2

�������$�(B�&0

goMcV�k�R8ŕ�ĤËIÎ%�à´�Õ¶ß46E�¡¦8ë�Iµè

7�-*"2
�	��5

�Ť"��ā°I�*2X^�Riq[�8ůĸ!Cµè).ĬzêÔ9�ůĸ8uþ6ĝ¿3+���7��Ť74/2
@�.6ïķšį8Őř46EÚ»¨¿3+�&FC8&4IëŁ)2�ĬzêÔ8©Ĕ7µDÙJ3�=+�
�Ť9�ĬzêÔ©ĔIħ$!CÚĩ)2 D�����v7������	���ČŘ8��ŤĬzêÔ©ĔgsSol�I½�
)�����v79goMcV�k�RIµè)=).�-8�@kbWmt_VX^l8ŖÇ�áŇ7Ŏ?�����v��7
9
�¦46E�k�R8ÿ¬œŵIÎ%=).�

7�-*"2
�	�!%

�Ť39�����v	�7�goMcV�k�RµèI?()2ĒĹI½�)�ĬzêÔ©Ĕ¤½Iĥŝ)2#=).�
�Ť8ĬzêÔ©Ĕ7ľąIØ0ěŭľą�IêÔ�YQnp^LSq�gĚ¸Ū�Ę"Ä?�­��ÄĜ"ěŭľą�IĠĨ)2ĬzêÔ
©Ĕ8ĆÖĻ£Iŀ/2�=+�
��8ĐÙņ7 �29���Ptda����XZf�Į�65Ùņ8_]gIī«ľą��ÞÄ�Į�I§Ćī«��çć�Äľą� 
B:êÔVX^lľą�Iŏ§Ćī«�4+E¤½Iĥŝ)�ĬzêÔ©Ĕ7µDÙJ3�=+�
=.�w�Sq�gx�3@���	v��8ĬzêÔ©Ĕ ­øĆ�7�H,2��ĸ8¤½ĥŝIÈ?�ĬzêÔ©ĔI§Ć)2�=+�
ÑÁ8�ŤSq�gx�9�Đw8 ½¡7ň/2ĬzêÔ©Ĕ7µDÙJ3�=+�

�?�����7�-*"2!%

東芝グループCSRレポート2013
108



7�-*�@A���;���1

�ŤSq�g9�ĬzêÔ7ĄE�Ń8��7đ��Ŵĺ6�ē4êÔ²£I§Ć+E¤½IĦ��¼"~��).��9���Ç#7ň/
2�ē)2�=+�
ĬzêÔŮŶ�Ń�=.9-8 -F8�E�æ"��).���Đ�Į8§Ćī«�!CêÔYQnp^LYtZ�7Ôù�ªţ)=+�
ÔùIÎ%.êÔYQnp^LYtZ�39��ª+E Ş�×ĉÛğ657ň��yz8ÉÓÓĵ8ūĕ8ĖüÂIŲæ8|� Ä�ç
ć�TtgoMKtXĚ¸65�ª�Į4ªł)2�ē)=+�

7�-*"2�6#
�	�',�3)

�ŤSq�g39�Đ�Į"�Š�7�
��UMRqI�+�"ĬzêÔAŬŜêÔIŋþ7ī«+E.?8ă§6µÙ>3�E4ô�2�=
+�-8{é46E8"�Į'47§Ć+E�ºėË3+�Đ�Į9�ŤĒĹ8»í�ŨIì).êÔYQnp^L�ĬzêÔ©Ĕ�ºėË
\N]RpX_I@47�ºėËI���³č�64&G9áŇÜćIÖ�)�áŇā°I��=+�

ĬzêÔ©Ĕ9�ŷ �Ũ4)2�¯ðėË�"Đ�Į7§Ć+E¯ðėËŨ¦8~076/2�=+�

=.�goMcV�k�Rµè9ĬzêÔ©Ĕ8§ĶÂIĚ©+EĶĀ�6Kgs�\3�E&4!C��ŤI9*?��ÄÎō7BD ń
ĸ8ĬzêÔIuĳ7µDŧ��ŤSq�gx�65�Ü���"µè)2�=+������v��Åď���

7�-*
�����;���4:

����v¡��ŤSq�g39ĬzêÔ8ŮŶ�Ń9��)2�=,J�Í#Ç#ĬzêÔ©Ĕ7ĄE�ŃĞĊ7Ð%2¼­8ġĈ3µDÙJ
3�#=+�

7�-*"2�6#
�	�/8

ĬzêÔ©Ĕ7�+E�¹õİ9�êÔYQnp^Lõİ7�H,2�Ę¢�ň�¢�Ĳş�¢I�Ī4)2Ţv§Ć)2�=+�����v¡
@�ĬzêÔµè�8ĭÀÆAĬzêÔ©Ĕ8jMt_Iõİ�÷7ņDã>�ň�¢658ÀŁű�IŀD=).�

�<9�7�-*"2

�Ť39�Ó¬¦�I�ò)�·Ŕ4)2 ńĸyz!C�ÀIè2öļĬzêÔIµè)2�=+�
µè+EêÔ9�'úÃ� â��àÒıő�m�qK`rX65 ńĸ48'ªţAU�eXñĴ8.?7Ď»³Ėŗ3�Eåy�6Ĭz
êÔ"uó3+��Ť7 �2©Ă+EĬzêÔ8º6Ó¬¦�9�Ï�8i�lh�W7²±)2�=+�

©Ă+EĬzêÔ9���ĒĹ7ň/2ŋþ7µDŧ/2 D�=.êÔYQnp^Lī«¤½4~¤76/2ŉÚ7ī«)2�=+�
6 �ûº8ůĸ8ĬzêÔ9�ûċ�ª�ÄIîō)2�EÊō¾�7 �2�ŉÚ7ī«)2�=+�

=� �7�-*"2

ň�¢8ĬzêÔ70�29�Ó¬¦�657�ÀIè2µè�Ó¬)�z�ŦĿ�ĮI{é7ŉÚ7ī«)2�=+�
Ŋ¬ēť�8ĬzêÔ@�Ó¬¦�7�ÀIè.ũŚ3Ó¬)�ŋþ7©Ĕ)2�=+�

.>+
�7�-*6#

�Ť9�ĬzêÔ8µDŧ�IÁ���;îō+E��9��Ť"�?E�êÔYQnp^LŅïåČ�7ň��goMcV�k�Rµè�
�65�ŋþ6îōÝI¥�)2�=+�
¥�).îōÝ48�39�ģ8�ÄîōŌ®8<!�ĬzêÔ©Ĕ7�+EŒý8śä=.9ų®ý8ñ}IĢÄ1%2�=+�=.îō
Ý8ĬzêÔµDŧ�ęĽI���ėË657B/2�¹�7ăë)2�=+�

東芝グループCSRレポート2013
109



Y[L�^cQ«Ç��¥3nlģm
�������

����������
�

sĖOb�]06�º�ß�¢4�'B�đEĩù'B"1��go5º�Ê�5�ÉEº�ß�¢4?-/�×%�ôú�4Ê�'B"
1��¨�p5º�ß�¢EĢ¯'B"1�Eº�ß��×5¶h|á1%/��sĖOb�]m�¶Ñ�0�</�:'��
"5kð1%/�ò�7�sĖ\`cVEĪÿ'BûĨÍ4{%/6�Õf5�Aď:A�Þ1�ý%/�)5ėă4Ċ</�:'�

������������

º�ß�¢5�×6�sĖ06QS[�ì5º�ß���Ý�%�o�McYW�>��Ob�]go4��/=)C*C5º�ß�¢5�
×EÝ�'B®āE Ï%/�:'�

������������

東芝グループCSRレポート2013
110



����������������

nlE¾;��0�¨�p5º�ß�¢EğØ%+A�¨�p�@ÒČEğØ%/�B1%/ïĚEÀã#CBaQN��A:'�sĖ0
6�"5?�3aQNEæ²%��B�63�'+<4�nl÷�4�+-/6¨�p5ÒČE6&<��'Bº�ß�¢En~4�¤%�
Ó�3{­E1-/�:'�
:+�R[UIKG5ê�PZ�5vxEàÐ'B+<4�sĖ�?8f��5Ob�]go4��/�R[UIKG5Ĉ¥è�4�'B�
¤E�Ì%/�:'�

�����������!

HcS�XTU5Ĕć41=3��¨�p5Ğ¿´�Á���#C�ĥ=�PcZ_�SR[UIJGEó</ĉi5Ğ¿´EÄĎ4PZ�
0�Bðí13-/�:'�Ğ¿´5ÚČÙ©�Eċü4à +<�sĖ�?8f��5Ob�]go4��/Ü��Ćl�95ÂîE�Ì
%/�:'�

$&�	�

sĖçÍ5ûĨÍEåÏ'B"16�sĖ5\`cV½õ>og�£�EĠ�',!03��ĝ¥Í1Ĝ¹%+�þö��ë'BÍé51=
3D3�çÍEęz%/%:�ĐC��A:'��
)"0��þö4sĖçÍE�¸%/ęz�+,�+<4�����1=�ý%/�sĖ5º�ß�¢EğØ'BûĨÍ5ėă4Ċ</�:
'�§�0ûĨÍ�vu#C+tq46�¡y5w¬��EÃøĀ�%/�{­|�4.�/�uEÅD'32�Ö ��.°Î�3Ì­E
ĕ&:'�jf4��/6��
��	
����?8�sĖ�Ûą4.�/ħµÛą�ĞµÛą�5¹�E¦!/�:'�
¼e6�#:$:3ûĨÍ�vu#C/�/�A��.Ĥġ3nò=³�/�:'��o6�ħµÛą¹�=Ê�%3�@�Ēě�%�Ąd
�'B1±ñ#C/�BûĨÍ�ª5Ăh�·�E<$%/��}={­��Em-/��:'�

���������� �"%��
��#

����e�rä¡Ô�º�ß�¢4�%/�Ë½Æâ«ÇÈ4»ē'B?�3nlč5aQN4Ħ�'BnĘ6��A:(F�

東芝グループCSRレポート2013
111



��p0� {ēŁ*>ƭƙ^ZÀş2űő±ƈĒ3
|��O

����1J V�`�
]w

¡¦ƷåŧƇÞǕYeh4ĩ¬ZŎƁäĳÔâć5U�ĢkĊǘ

|�D�

·Ǥv�0�U[4ŎƁÁů5YĨS;T+ðáUðīITFńà;OPChŽŎ-y{��-x0�{k>ƭƙYĵƒKhEVkë¢Zń
ƐVĸ=+>ƭƙžĂZŎƁč©YǅbT;`K,ǹŚ�{u^ZŖÔVÀţZ{�0�k:DT+ŽŎ¯ƬZǮǶV>ƭƙƮŰÔ�#��ZÚ
ākbHIT;`K,

>�*/�,h=|�Nuk4D��9Sk�

��� >ƭƙZÎ¸YÎQOŎƁZŉÝk®;`K,

��� ÍÞKhÓǟVƾãkȁƢKhVVcY+>ƭƙVďö±ZąđkǳĚI`K,

��� áċŲŎkbHKŎƁy{��kŉÎIǖĖI`K,

	�� áÉƅ+áÕŜĐUŎƁZĴgĦak®;`K,


�� ļǊZƏƜYeh¦ƁĤƸkbHI`K,

|��`LX

·Ǥv�0�U[+v�0��ZŎƁƥŋ±VIT4ŎƁūǲ¦É­5k+śq ��0-ïñv�0�¥°Y4ŎƁūǲƥŋ±5kþCT
;`K,ŎƁūǲ¦É­[+ŎƁūǲƥŋ±kŘbO¥ØkÅîÆYÖǏI+ÁůZŒňVōĔƨĄZǩǛkƩQT;`K,ŎƁūǲƥŋ±
[+ŽŎZĩŐ-Öº-»ô?fƳǒ-łÛǎÜYǫh�n�xnu�á×ZŎƁč©ZObY+ś/@ûƀKh¤ÇøZ¯¬û>e\âƑ
êĉĞ+ÝƢ-x0�{¥°+ŽƉİǃ¥°kěų-ŤćIT;`K,

|��OLX

東芝グループCSRレポート2013
112



¨¤ĺƊåįUZŎƁč©ĺƊ

|�I \M

4ƢgZŎƁ5U[XB4ƼbZŎƁ5kĨ¦VIT4ŎƁÏ5ZùÜkƩQT;`K,êgĘaZƟVXh	¦Zǯ2ÐƩŜǭ3k+
���2ŎƁ��z� �y{��.���
���ĭŀêĪPCUXBNZüǻÔč©kbHK3k¨īY+ŽŎéŲZïñǊVXQT;hþĜ-
âƑŎZŎƁĤƸV���küǻGMh§ŬZùÜkNZŗƔVITƨĄIT;`K,w ��nm {[+Ňæá×kę=hŭľVXQT;
`K,

�|�I�(B$'�4 �

`O+·Ǥv�0�U[+ŎƁÏZč©YčC+þĜŎƁYÍI+���Ňæ2��% �"��#$��'�! &)3ZêgĘaōĔVIT+þĜ¬ýk¨ī
Y����2�� !'$���#����"�������&%��"�!)% %3ŇækƨĄIT;`K,����ŇæZGfXhŇúÜkbHI+ŇæÇĽYĨSBĬēĿƶ�
0s vkĄbhVVcY+	RZ¯¬Y>;T����ŇækÅƃGMhObYn {��u~0ƊükƨĄIT+©ť?f+ŽŎéŲZǇƧ
ŮœkƩQT;`K,

|�c7�����'5� �]

·Ǥv�0�ZáÉƅU4ŎƁč©YǵǥUAh§SBg5kƨĄKhObY4·ǤŎƁĺƊ×Ʊ5kŹŝIT;`K,śÉƅZŨŏdÎ¸
Y>;TřñXŎƁ��z� �^Zõƪč©d+ĆǀúŧƇ-ŎƁƀß¶ÓXWZ{s�č©kbHI+ĺƊ��v��kĩŐ-ƨĄIT
;`K,
4ŎƁ§ŬĺƊ5U[+ŽŎZ�n�xnu�Y??jháÉƅkÀſY+ìǊµǱ¶ÓdǇƧŮœ¶Ók[JbVKh��ƞƺZŎƁĺƊk
Öº-ÚōIT;`K,����£Ô[+¤Çøƻ_���
	§@ĊǢI`IO,`O+w ��nm {ĺƊYcÏk¿i+ġÿàŎðáÓYR
;T[·Ǥv�0�Zƹ¬ÕdĎøā½Ó§ǴŚÕZÍŊ±+ã��ò�����§kÀſY���0� vkÚōIT;`K,

VW����_ 62�^Ct� \M(�`���#�

·Ǥv�0�U[+·Ǥ¨¤°Z¨¤ĺƊåį@¨īVXQT4ŎƁ§Ŭ5Z���č©VƊüy
{��ZƴƿkĄbT;`K,����£Ô?f+ƹĀZ4âƑŎZŎƁč©5V4ŎƁn��0y�
 5ZĺƊYĐ=+ĠBZ¯ƓkĺǌYIO4ŎƁ�n �VŎƁ�{u��z� �5d4âƑ
ĞŤć¶Ó5ZǢǈkĐ=+����£Ôc¢Þ+©Ď+ĶżXWUÚōI+ƻ_���§@ĊǢ,ÒÃ
c¨¤UZGfXhŎƁč©YǵǥIT;A`K,

東芝グループCSRレポート2013
113



4łºŮœrn���u5kĴüIłºŮœ
kǩǛ

ŷćİÕ­Z­´ƛĲ?fçǷkĊCh
Ȃņǉ°­2íÂ3

çǷũVŌǚĩ¬ǘǼ

g0�|:� v@�~�c��nf}xM

·Ǥv�0�ś°Z���	£ČƵYº»IOĚ¢ŽŎ¯Ƭ¯ƓkŘb+����£Y4łºŮœrn�
��u5kĴüI`IO,śÉƅZƀß±YźǞKhVVcY+v�0�ÇZŎƁY??jhŪí
±YƂÑ¥kÚōIłºŮœÀĔùÜkǩǛI`IO,GfY+����uÜkƩg+°ÇZŎƁ-
ŽŎðáÍŊ±@n �����©UĬēkǽǸUAhe<YIT;`K,Ě¢ŽŎ¯ƬNZcZ
[+ŽŎZŎƁ-ðáYÀKh¢AX4Šǿ5U:hV¾ÂY+ŽŎÖº-ưıY>ChƲĚX
4Į¹5VXQT;hEV?f+ÒÃc·Ǥv�0�á×U+ĬēkŒňIT+ŽŎ¯ƬZłº-
ǇƧŮœYǅbT;A`K,

^?j��&!eZ<�&'|��q

ŎƁč©ZObY[+ā¸Z��}{kǺǬITéŲñǊkǮǶKhřñ@:g`K,ś��}{Y>Ch¿ƋXŷć-ưı-šƍ[cVe
g+ŽŎªǰÃYc>ƭƙZŸXW?fǹŚ�{ukº¹I+ƚd?YÀĔkǢJfihe<+·ǤU[ǨiO÷ĒĂ^Z4ÿSA5kùÜ
Kh4ơgŻg5XWkƘƤÆYÚōIT;`K,
`O+¡¦ƷåŧƇÞǕïǏZŎƁäĳÔâćYcƘƤÆY��� zIT;`K,¦âć[+ŎƁäĳÔk4äĳ±Zw���� �5+
4ŎƁĺƊV§ŬƊü5+4ŎƁäĳZĨǗùÜ5+4¡ŶƀßVĤƸ5+4ÊŽŎÖº5+4ǦƭÀşVŎƁÝŀ5Z8RZžĂ?fưı
I+ğ²ÆYǓĢSCk®<cZUK,

e�G�l8 |�RrJQa���i(�m�{�l8T�(b�

����£Ô*ď9Ì4ĩ¬ZŎƁäĳÔâć5U[+ğ²� s vď�ĢkǧĪI`IO,
4ŎƁäĳZĨǗùÜ5U[+ŎƁ÷ĒZłºŮœÀĔVITí°v�0�Z����¯Ɠ
2�
Ɠ3kŎƁƀßZŪí±dŧƇ±@ǾÈVn �����©UǽǸUAhƠĘakŉÎI
OĂ@+4ÊŽŎÖº5U[ƽŃXË¸�0|ZǺǬYĨS;OǁÏºġ~0� ZŴæÂÄk
ǑǙKhĝǜóǋŧƇdǝġÂUcĻŞǔă@UAho��l0�ZÖºXW+ƗǠÆXºġŧ
Ƈdĕo��t0ŧƇZÖºXW@¼BưıGi`IO,

7ŔƦ+����£ÔZď�ÌâćU[	ĢY¿ǘ

東芝グループCSRレポート2013
114




����������� ouUm��

ś¯¬û+v�0�¥°ǄĢU+ŎƁ��z� �y{��Z���
����l��0k[JbVIOŎƁÝŀ×ókŹ=T;`K,

>��L
�

>�*/�,�2E�PL

>�*/�,�d[Hz3;�

�

>�*/�,PL

Ƅ�3ĭŀêĪŦŢ6êĪÉƅZƹ¬Õċ1áƹ¬Õċ
Ƅ�3����£�³Úǆ

|��H�'+,.)-�" ����

x��n�0[·Ǥv�0�ZĚñX�0��0U:g+âƑŎZŎƁŉÝ[¯¬Ļĳ©`K`KĚñYXQT;`
K,âƑŎƁkŉÝKhOb+·Ǥv�0�ZŎƁÝŀZĸ=Á-ñƝ¯Ǫk`VbO4>êĉĞƙZObZ·ǤŎƁ
Ýŀrn��n 5kx��n�0YźǞI+ǣÁUĻàKhEVUâƑŎƁZǖĖ-č©kƩQT;`K,·Ǥv�
0�U[âƑŎZƞƺ-ĚñÔYşJT+âƑ+ŎƁ+ŧƇZÍŊÉƅ@ÞƫI+ƽŃXȀÔUx��n�0ZŤćk
ÚōITâƑŎƁZŉÝkƩQT;`K,

東芝グループCSRレポート2013
115



ÊƯ¤ŎƁrn���u v�0�����-���Ňàrn���u

F�2c��|%AYp��| |�yN

ÊƯ¤Ë¸čCZŽŎÖº@«ƣVĐƚIT;`K,ś¤-½ƌY>ChŎƁkƽĈÜITŎƁ÷ĒZǇƧŮœkƩhOb+·Ǥv�0�U
[ŽŎZƠƙdńàƎƆ+ǐň����+ƈĒXWYR;Tǂ°ŽŎZ� ��0uZħŅc]`=Orn���ukĴüIT;`K,
`O+ĹÒZ»ôƕŵZĠƙÜYVcX;+Öº-þĜkƖbT°ø^»ôİǃKh���2�$ � "�!���% �"���"'���&'$�$3d»ôZakİ
ǃKh���2�!��&$#" �%���"'���&'$ "����$( ��3cģĐIT;`K,N<IOX?UŽŎZŎƁ-ðáúkŉÝKhObY+ĸǡK_A¯
ǪdƀßǪÙ+ŤćZ�n �XWYR;Tśƞ¯ƓcƖbTrn���uY`Vb+İǃĞYǩǛkƩQT;`K,

|��H�'nf Ks

ŎƁYÍKh÷Ē@º»IO¸²[+ƚd?Y>ƭƙY>ĮfMKhObY+·Ǥ�0��0zZ4í°ŽŎkFđàZ>ƭƙ^ĚñX>Į
fM5YĬēkÖķIT;`K,

`O+����£
³�	¡ZĤĈűő»ŇàŽŎðáÓō®Ã+äėô¬ĕ[Ě¢ŽŎ¯ƬkèçIT;`K,äėô¬ĕ@èçIT;hĚ¢Ž
Ŏ¯ƬYR;T+·Ǥv�0�U[ŽŎŴǊ?Ǎ?@ŕÅGiL°ĥ@èçGiT;X;¯ƬcƖbTƘƤÆY�0��0zUèÖIT;`
K,

東芝グループCSRレポート2013
116











ƀ�1

ƀ�1

ƀ�1

ıķ+æĲTÊGdǺø£

��m.��wďķ(;ƭƚYU¾Ş0Ūŋ¯ƈč1
xm`[�Fd

����9E�R�X��Vj

�s.�®ķŸŅUÉŊċƛYUêcĖ\øÙ

xm�`[�Ld�C�"At

�Y�xm`[�cf

µǨr�.�PV2µǨr�.�¬åģő3TǍc)ÎǞ)ªĐ±ïģő0ƀ�1TģN8O)ăŀSŸŅĨďUİƒQƽăSıķæĲTǂ]
O8[G*
o���.)ÊŁ£®UŅŻÇƄV)ŸŅİƒĚQSd¢=ŝÃEO8dÊÛðßŝĿ)ťƇģő0��ŝĿ0ƀ�1)���.p�r0ƀ�1S
R1gŮTàĂE)ŚŝĿ+ģőTƶLOðßŝĿUæĲgEO8[G*

ēǧĜýŸŅŸƉªT;AdæĲTÊGdçăžŰŝá,2ŵŅæĲÎ3UŝÃTac)çăêĄĭÐ£=ǕĆ
�¡TĩÃ*ēĜªĐ
UĴÞĥÓV)çƕ®ĥÎ¥�ß¢ēǧĜýŸŅçăêĄĔÕ£*¼ŝáV)èíæĲUƹŎ)ŗñæĲ­ǰ)ŔÃ­ǰUæĲģőǋg
ŝÃE)©ǒŪŋ¯UƽăSŤŅÔǬTØGdQQ^T)èíSǫƭUǲĄgŨŎE)çăSžŰgŀÚGdBQgÖÄQGd*
��ŝĿ/ǅł+ŸŅ+üŜSRUŝĿgįûE)ůĂ+ĩĶGdÑ¢UƺĮČĥÓi�{.�kz.x+�����.+k�q
0�"��$'$ &�$����#$�&#$ �%��"��1U·¬GdðßŝĿ*
���.p�r/ŸŅ=ƦųÛ°0��1ŌÌUðßŝĿTƽ°EO8dBQgĲG�.q*ęÃŸŅTBU�.q=ŢAeW��ƋÅPţ
Ì=ĩ]beS8*

xm�`[�Ld�C�"e{

cf�Ld�C�"�U:�Gl

ôª¸đƯ÷Ç)ıķÇUŌǊP)®Åo���._ïñr�.�£®SRUŧí¯á�
�¥g¾
ŹT)����¡�²Tıķ+æĲTÊGdǺø£g×ńE)ıķ+æĲUŝáTÊGdȌƢ+ǯǗg
ƨc[EJ*

東芝グループCSRレポート2013
121



xmSJ�myN�?�C�"`[Fd

ŸŅ+t.�wUǑǵ_IUļÞ+ČÞTQ^S9Ę ­ƫ=·¹EJ¶°V)ÎTǍLOúźňōTƛ_<TďķE[G*[J)ŽŠUĘ
 ù_·¹ȈÏSRTŞFO;ƭƚTP>dūcŴ?;ĪbHGdJ]T)Èƃ®ķ)�.��.vSRTaLOĵƟ;ƭƚT­ƫĨďgÒ
ĲEO8[G*µǨU�.��.vTV)Ūŋ¯ōU�.��.vPçÒDeJí®UŸŅ­ƫĨďgǢǣEO8[G*[J)ŸŅTŬǄG
d<ǆ<=ŔÃP>S8Ę ŸŅ­ƫTM8O^);ƭƚTƀõgȇŬGdJ])ƗƤÄTĨďgÒĲEO8[G*
DbT)�.��.v2í®ŸŅgCČÞU;ƭƚYĘñS;ĪbH3ȆTǢǣEO8dŸŅUðß+ŅŻTÊfdĤĦV)ƪƷtk�P^
ȅǾP>da9TEO)ƞƑ´ƣgƱ EO8[G*

[J)�s.�®ķĤĦU¦P)ŔTǀǓ�wqU >8lis�_)IUǁq�.�.)���ŏǹȊȂȉé)ĜœƘȋƔ���UǠ°|
�ugőŜE)ƲÝ+þğUĠ);ƭƚƎYUƮöÀT¾ŹŸŅ=Ţ8<ŀĩDHOǸ?SR)ÉŊUċƛTĉAJľå^ƝÒEO8[G*

�s.�®ķĤĦUǠ°|�u

東芝グループCSRレポート2013
122



ǻȃƐPU2ǌƳéðßp���.�3

ã¡ǼÙTadēĜŸŅ
U­ƫŨŎUǥƻ+
Ȁ·|�u

xm#SJ�iI��
������`[b~

7b`dŸŅTVŚƠUðßǎŉ=êcņAbeO8[G=)«îÂļÞEJ¶°_ļÞƏƅ_ŘĦ=řÙEJ¶°T)ðßǎŉKAPVŒ
³TðßgŀÚP>S8¶°=7c[G*
IBP)µǨr�.�PV)ŸŅgðßT;ļ88JK?J]T)êǮżÍĻTăE8êǮ¿Îgf<c_G?īǣGdQQ^T)Èƃ)�
.��.v)|�u)ĳƊÞØłSRPƀõgȇŬGdQ8LJĨďİƒTËg½eO8[G*

@�xm#�i
�������`[MF

@�xm��_AD��
�
��+~vz�éƙ)¹ľēĜ

@�xm��H����_�}_B��P!�
��
�
��+~vz�éƙ)¹ľēĜ

g|WpO�

)*.3�&06(��=:%815

@�xm�q�so\��
�
��+~vz�éƙ)¹ľēĜ

kK<��]_xm�;QiI��"<�#���so�"���zT�v

ã¡ǼÙTadēĜŸŅU­ƫŨŎUǥƻ+Ȁ·|�uēĜŸŅUã¡ǼÙTad­ƫgǃƥTŨŎGdJ]
T)ãĕôªĒV)���
¡	²TēĜŸŅU«îļÞTQ^S9�ƀõþgīǣEJ|�ugß¢U±ěÓÉ
ǾǜPűǛE)Ūŋ¯TƀõgǟE[EJ*µǨr�.�PV)BUľågDbTǯǗGdJ]T)ƲÝƮö
ÀTƀõȇŬ|�uUűǛ_�.��.vTadĨď·āSRg¬9QQ^T)s.�y�z.6güŉEO
;ƭƚ<bU;ö8°fH_CñƜT¾ŞEO8[G*[J)Ūŋ¹ľÞŸŅðßÎ=ĞăDe)2«îļÞ
ŸŅðßþğóÏ+æĲóÏ3=����¡	²��<bń¬De[EJ*µǨr�.�PV)BebUóÏU¾
ŹQSdŸŅTM8O¾ŞGdQQ^T)¾ŹŸŅgCƴÞU;ƭƚT¾EO)�.��.vPĨďgİƒ
E)s.�y�z.6 PCâƍTŞFO8>[G*
6�«îļÞUēĜŸŅTÊGdCâƍǳĽ0��.{k������������	
1

kK<��&72�,��&*'7�,��Y�
w!A�C�"e{-�6�b~

µǨl��.z0Ĺ1PV)ǻȃƐ<bÜäŐŲä¡U;Æƚg¦ħTl��.z.)lw
o�.z.UăE8Ŷc¿gĪLO8JK?J])ß¢UǻȃƐ_��u��SRUŖ£¶
g;ǔcEO)ðßp���.�gÒǊEO8[G*BUľåV»ƋUCĔËQÊŁ¯UC
ėŷU^Q);Æƚ_Úş¯U¿-TCśċ8JK8O��¡Ĉ§ǐÿEO8[G*
Ĭ¡Vl��.z.)lwo�.z.UðßùT¾GdÊħUº[cgƿŵTśċ¯ć^ĝ
ċǡĉT7c[G*����¡Ï^ß¢U£¶PÒǊE)ƸZ���
�¥ġU;Æƚ_Úş¯U
¿-TśċEO8JK>[EJ*[J)p����o.gļÞEO)»ǤÀ_ǘĜÀTl�
�.z.TŶLO8J¶°U¾ŞSRg×ĠTÓŕEO8JK?k���ƘUðßp���
.�^×ńEO8[G*DbT)ǻƾĉAǱǶ2]W:3Tl��.z.)lwo�.z.
UăE8Ŷc¿Ui��ǭ���gņƖTE)á��òĎƷUCēƵYðßȀ·g¬8[E
J*ŔT����¡ÏV¤®U7dŅëŃk���2®£ǷǩľåES=f3T;8Oi�.�T���.�æǽDe[EJ*[J)Ņë
Ń���ĔÕ£UǦǇ£T;Ad·æSR)»ƋǝſƘUľå^ƧĀE[EJ*

東芝グループCSRレポート2013
123



6

kK<��@�4/$'6)*.3+�h	�P!^�

µǨ�~jo�uw}�x0Ĺ1PV)ƌƬüŜUðħ+ðßgŀÚGdJ]T);ƭƚUǎŉQt�.�y�z.Us���.zg
ÌāÉũPĢX)èƼ°UìǄ_ŇǪUŦŭgàZd2ǖȁÚƢuw}�3Q89t.�wgƧĀEO8[G*BUt.�wV2ƫư
EO^G@ĵG);ƭƚ=ýN?ÁTĵG)ƫưGdÁTĵG3g}.�T)ȄƛSƲÝQƫưUǃƥŨŎgšĺTGdǈéĺg�¤
¢ÅU;ƭƚTİƒE[G*[J)Ċ÷U;ƭƚĉATV)±®UơƂǭ�.��.vT;8O);ƭƚUüŜĴÞCŧí¯ƚSR=
n��k�§PǎŉUÚƢTM8OąǦP>d2��!��$" "����"&�$3gÒüEO8[G*

kK<��]_xm#SJ��i

�������a �

µǨr�.�PV);ƭƚTēĜŸŅgðßT;ļ88JK?J])�.��.vTk�w�ņ>UăE8�ļÞ¿ÎTM8OU;Īb
HgǢǣEO8[G*

4ǢǣŸŅ5
ǚƆǏ)ĜýBJM)Ĝýw�.�)ĜýǴǛ)ÚǙǿSR

kK<��]_xm�C�"un>Z
��:

0Ĺ1µǨPV)Ūŋ¹ľy�z.SR=ïǊGd©ǒŪŋ¯ĉAUǦǉ£T¨ĉ>)ăE8ŸŅĪƩQðßSļ8¿gCżÍGdľ
ågǐÿ×ńEO;c)�����¡ÏV�
ÉÒǊ)á	��¥=śċE[EJ*

cf�Ld�C�"D����r�

����¡Ï)µǨr�.�PV)2ŸƉªæĲŝá36 UȌƢǯǗTac)2ŵŅæĲÎ3UƁĸ­ƓV7c[Hh*

ŸƉªæĲŝá,2ŵŅæĲÎ3UŝÃTac)çăêĄĭÐ£=ǕĆ
�¡TĩÃ*ēĜªĐUĴÞĥÓV)çƕ®ĥÎ¥�ß¢ēǧĜý
ŸŅçăêĄĔÕ£*2ŸƉªæĲŝá3V)èíæĲUƹŎ)ŗñæĲ­ǰ)ŔÃ­ǰUæĲģőǋgŝÃE)©ǒŪŋ¯UƽăSŤŅ
ÔǬTØGdQQ^T)èíSǫƭUǲĄgŨŎE)çăSžŰgŀÚGdBQgÖÄQGd*

東芝グループCSRレポート2013
124



��l*��wĄĪ%6ƔſWT¶Ō,śŁ¨ŮĂ-
�qmri�R3

7w�/
+��
pP;h

­ǂp�*�OU&	��
�Są¼AH.��Ɛø·ř/SėM9&6ƔſS>ƕŚ3HI;cţĽ&uw~�&s*�wTģŵ_6ƔſPTr
���q*u��fÆBN&6ƔſƕŚTü f]@AN3ZC'

7w�/
+���pP;h

­ǂU&6ƔſTşfØNT°ųTåöPA&6ƔſS>ƕŚ3HI;cţĽ&uw~�&s*�wf>ģŵAZC'

��� éØOùƩ?dcţĽ&uw~�&s*�wfģŵAZC'

	�� 6Ɣſ7aT>êƄ&>ÜűSǎÒ&ǗƁ&7L½ķS6Ō5AZC'


�� 6Ɣſ7aTşf�İSA&6ƔſS>ƕŚ3HI;cţĽ&uw~�&s*�wTÍ°&ēƞfÒõCc`4ƫÅAZC'

��� 6ƔſS&ţĽƮSÃCcĜĄģŵfƧİS¥3ZC'

��� 6ơE3HI3H6ƔſTŨ�ĜĄfÔōAZC'

1%�$"# ��!���#�"���#� �)�6ƔſƕŚ

��pPBK

��ƐøÎëU	��
�SŞƼ?d&`bƥÎ½RƐøfƑcH]	����S.��ĠÌ�/T^PS.��ƐøƍĹ¨/fóŀ&õňTŸSĬŞ
Ƽ?dZAH'
��Ɛø·řSėM:ŏő½RĴÞf¥4H]&ÇğT�*n�pp�*�,��-fóŀAN3ZC'

�*%
!
)#:eOD��

���*)�¾p�*��§h�{*s*�w¿ū
ĴÞ¾Ĩ)h�{*s*�wT¶ŌĽŦü TH]TĺąƅÍ

 
/$0%
OD��

���*)�¾p�*��§
�û Tr*�y�{*
ĴÞ¾Ĩ)r*�y�{*T¶ŌĽŦü TH]TĺąƅÍ

.
"
!,
'ZTOD��

���*)r*��*�w{}�¿ū&m���*(p�*��§TţĽĜĄ°ù¿ū
ĴÞ¾Ĩ)�*t*s�*�ĜĄ,ãǃŧÈį&�*��*vRQTţĽ(s*�wÃÕĜĄ-T���SėM:ēƞfƐø

東芝グループCSRレポート2013
125



��pPBK

�qmri����FQ

­ǂp�*�OU&Ʋ÷½Sēƞ(ƙġ(ĔĩCcsjo�fƹbšCH]&6ƔſTşf6Ū9Cc.��Ùú,���Ùú-/fÒĺAN3
ZC'
	����7aUp�*�łÆTãbČ[PA&Ê�PŨ�T6Ɣſf¶ŤSţĽ&ġĵ&ƝÖs*�w_FTƪTę£ĴÞSL3NT.��Ùú
,���Ùú-/fÒĺ'3HI3HƜčR>ì¯(>êƄUÝĢ�}�fŹ\Ãĸ¨OłĶA&6ƔſTƕŚËü SLR8c`4&ēƞĴ
ÞfÒĺAN3ZC'

H�U��OD

­ǂp�*�OU6ƔſTƕŚf3KF4²]c=P8O9c`4&6ƔſTşfĶżSĴ×CcãbČ[fïÓAN3ZC'

7w�/
+���pP!��/

東芝グループCSRレポート2013
126



����1AFQW_ ����1AFQW_

FQ�Cc	6y

Ê�T6ƔſSü;H¼ç½RÙúf�S�ÂÒĺA&ũ©ƪ§PœǒAH­ǂTĒŀM;_&6ƔſTşTŉÓfƲ÷½Sǘ5&żĲ½Rē
ƞĺą_äƾTÄĘSŕÄNN3ZC,	��
�
«õň&�ÂÒĺċ[-'
ýîÀƘ�Á®Tò¤SP^RKN&FdGdT³ŰSƧAHĺąfĔŬAN3:H]S&	����7aÀƘ�S6;cŨ�T6Ɣſf¶ŤP
AHÙúfïÓA&õ³OTŒĽÍ°_ŶþĺąTÄĘSŕÄNN3ZC'

FQW_�b[	zx

ÙúÒĺ¦£¿ū>PS&¦£ƍĹ¨6`VĢ£ƍĹ¨&ŔŭƍĹ¨RQfŅ]NĄĪ�fÍƭA&6ƔſTşfƏĤ:ǖǉ?EN3ZC'
ZH&Ŋ¿ū7aTêƂSŌBN&Ģ£¿ū¤�Ð_ÛÖŐ�Ð&Ø§TŔŭƍĹ¨�ÐRQO^ĄĪf¥KN3ZC'
Ø§łÆŮĂU&ŏő½R��vko�fÄJ <cRQANēƞfƑKN3ZC'

Vt`G�>Y	C5

Ê�T6Ɣſü;Ùú)Ʋ÷ANƢA3ƙġT6ƔſS¶ANUņDēƞĺąfÄĘAN6b&É¹ķÒRēƞĴÞTǐ¥Sü;ưSÎëf
ïÓAN39ZC'
Ũ�T6Ɣſü;Ùú)ƪ§^Ź]HÙú¶ŤţĽ�*t*TǓſTşf6Ū9Cc=PO­ǂţĽTï[ƿ[ƮfǔǇA&`b6ƔſT�
*xS©KHţĽTÍ°SĴ7AN3ZC'

`Gs\

ŃƎ��»TēƞĴÞfÙúĖĲSėM9ªƺƦöA&íĂöfÈķSCc=PO`bżĲ½RĴÞSLR<N3ZC'

@2��qmR���FQ

Ùú¶Ť æ§TţĽ(uw~�fı×?dN3cÊ�T6Ɣſ

ÙúǅÑ ţĽ(Ģ£ĴÞ(ÔƊ��~��wÎëƮSÃCcƕŚË(êƄ¦ǅ

FQ�W_

	��	�ËTÙúOU&���§fƃ5c�§T�Ú	�����T6Ɣſ7aTşf3HI9&FT¬ǋĖĲfĢ£ĴÞ_ţĽ(s*�wTēƞTY
7&6ƔſWTĜĄģŵTƨÒSLR<ZAH'ZH&ªŇğƋS`c>ì¯(>êƄf�����ě3HI9ZAH'=daT>ì¯(>êƄP
>ÂƖ3HI9ZAH¾Ĩf¬ǋA&p�*�ØÎOēƞĺąfÄĘA&ƐøAN3ZC'

東芝グループCSRレポート2013
127



uB<��M8	�Jn

]4`G�=��

�*xS2KHģĘĴÞf{j��*S¥KNYA3+ƟôTƸČ[SPaedR3&ƤôWü;HģĘĴÞ^¥KNYA3+Ŕŭ½
Rĝƒf^KPćKNǄA3+ÀţĽ_ŔŭÞüTĜĄUŢ:3HI9H3+Ŕŭ_ÔƊRQƪ¿ūPTÕƓfïÓANǄA3+¼ç
½RƚífANǄA3

jd	gl�=��

�*t*�*xfǚ[ãKHţĽÍ°fANǄA3+ď¥ŔŭTģĘfïÓANǄA3+ĽŦ(ùƩðTưRcü f6ǀ3AH3

vI	9L�=��

ƴĽTøǙŖƈfŢ]SÕǁANǄA3+Ģ£ŗæ¨PĞ®TƻRÕƓf6ǀ3AH3

\a�=��

¯ŻTĻ¡źƶf¬7b_C:ŧÈANǄA3+Ŝµ¸Trw�I;OR:&����prw�^Ź]NģĥANYA3

Eo	-0&(0#�=��

ÔƊs*�w���*TēƞRQ&ÔƊs*�wSÃCcģĘ^&�*xS2eENŻƌ½S¥KNYA3+Ŕŭ���TŴfR:A
NǄA3+ƝÖ¾ĨU¬7b_C:ŧÈANǄA3

FQW_�X��`G

^Y?�OD

�ĭ�­ǂ�y�r�|o{*0w��*v§OU&.uw~�ģĘÅ/TïÓfƑcH]S&Ģ£¿ū¾SƗūČƛfóÄAZAH'6
ƔſS¶CcŔŭǏĳPANţĽŲŰØƵTŔŭǑŷ(ģĘ8O9cÎëfŠ5&�*q~i�pâĮTïÓ_&ţĽŲŰØƵfÕƓ
?EHľĀġžT²3uw~�ģĘRQfø]N3ZC'

Eo!
)#�OD

§�j���uw~�¦£OU&Ŝµ¹TÔƊs*�w^čêOC'6Ɣſ7a3HI3N3cÔƊs*�wSÃCc?Z@ZR>ê
ƄS6Ō5CcX:&Ģ£(Ŕŭ(ĽŦ(s*�wRQTÃÕ¿ū8ÕƓANēƞSãbČgO3ZC'

VtBK�OD

ƉĊuw~�Řǌ¿OU&��ü Sü;HãbČ[TïÓf]@A&�§¿ūSĀ5&ÔƊs*�wf¥4p�*��§&ZH	���
�Ë7aUÛÖŐŗæ¨S¶AN^Ʋ÷½SÙúĖĲfƆ5&ĉÅANĺąfƐøAN3ZC'	��	�ËU&ÛÖŐS¶AN6Ɣſļ
TƥÎ½R>Ďƣ¦ǅfƆ5cRQ&ÙúĖĲf`bǍƱSƆ5ZAH'

VtBK�OD

­ǂĜĄâŽ,ĭ-OU&	��	�Ë7a&`bĐ:T6ƔſT>ì¯(>êƄf¦£SĴ7CH]S&ÙúT¶ŤǈƷf�ƏSĤ<Z
AH'��&uw~�z��*u��¦£ØƵO&6Ɣſ�*xS©eEHĢ£ĴÞ8O9c`4S&§¾Ãĸ¨OÙúĖĲfłĶA&
ēƞSƫ]N3ZC'

東芝グループCSRレポート2013
128



k2��qmR���FQ

Ùú¶Ť æ§ţĽf>ǆµ?dHŨ�T6Ɣſ
æ§ţĽT>ǆµfĔŬ?dN3cŨ�T6Ɣſ

ÙúǅÑ ţĽ(s*�wƮSÃCcƕŚËTƙġPªŇğƋ�ƪ

SNFQ

­ǂp�*�OU&�¾łÆT��Ùú,���Ùú-fƲ÷ANÒĺ&6Ɣſ7a3HI3HşfėSŮĂfǕ¡A&ēƞSãbČgO3Z
C'	��	�ËSUýîSL3N^&Á®Tò¤8ǊA3ń¼TÀƘ�T6Ɣſf¶ŤS&õ³OTĈđţĽTı3·_±ĴTÒŝSL3NT
ÙúfÒĺAZAH'�ĆÁS6īZ3T·Ú	��ăƠ7aTşf3HI9&FTR77a?aS	�ăƠT·fÏV&±TşfħƇ6Ū9A
N3ZC'��¾îTÃĸ¿ūOÙúĖĲf¬ǋ(łĶA&ŒĽęĿ_ŶƽĺąTēƞSĴ×AN3ZC'É¹U¶Ť³Ű_¶ŤŒĽRQSL
3N&Ãĸ¿ūPĉÐfø]N39ZC'

�qmZTEf�=��;h

,ĭ-­ǂOU&ā×Ñ½fÈĥA&åƯPAN6Ɣſ7a´ìfĚNħƇŨ�ĜĄfãĚAN3ZC'�>īñ&6ĕ
º&đÿůƬ&�*�h��wRQ6ƔſPT>Õǁ_s*�wģŵTH]SņêáŎƳO2cė�½RŨ�ĜĄ8�ĦO
C'­ǂS63NÔĶCcèRŨ�ĜĄTā×Ñ½U&ûÇT�*��*vSàßAN3cÆbOC'
ÔĶCcŨ�ĜĄU&§¾ŋƀSƟKNƧİSãbǃKN6b&ZHĜĄyn��~iťÖÎëP¢ÎSRKNƢčSťÖ
AN3ZC'

東芝グループCSRレポート2013
129



��|6¢²�ęŊ1Dǌƹe^Îŵ8ƄŢÁƟė9
�����Ty�'>�4

����KY�d�i��gt

Øǐ¶^w��6�6����đ»^Tk2¢�6ŅơtȕǾ

{¯�6�2�®�v�­�x^èöƣǖȬtĚº¿½ăÕ]ȺĻ

�����Ty�'>�4�X��U}

Åȍ�®6�Ǜ½â_2:Åȍ�®6�¾ôıŦ;Dnb:Åȍ�®6���ǆĊÏƁ;]ÓkorXAq<DǌƹEo^LüƼ2LñƧ]Ȥ
è2ȳƻ2EWÔŕ]DŵCNhP=tȹǀPqZZl]2����µ]ÓkorTı¸Ǆţ<Dǌƹ¼¹aZp2¼À¼Àt´ŏ]=]ǛVX
Îŵ4�¡6�t¾VXAhP3

x��?6B�F�~w

	���µ
Ä]þÓMrTǦĸÎŵ]ÚPq¢��¥²����¤:��������	;8ŝƓ¢��¥²�>ȏǌǍƂ>Ģǒ]DIqǦĸÎŵ^T
k^ĥƁ9]ǛA2ÀÕųÓ:ǦĸÎŵı¸ųƺ;:DǌƹÎŵı¸¢�¨w®;t	���µ�Ä]īȵN2ņíNXGhNT3ßÑlŭü]
ŵOXȮÐÇŇN2ÀÕƔÞ·mÀÕ 6¤�6�\[YȱȜtǇqKZYDǌƹÎŵ]ŒENXAGhP3

�����Ty�'>�4\f

���`��u

Åȍ�®6�Y_2Əŝ2�6��Ŝ^�6®�²�6tĘěŰ¶]ĆŠNXAhP3RrSr^�6®�²�6Y_ƲÃ^çǙtÓkX2
Îŵ4�¡6�^ŝƓđ»]÷pĢuYAhP3
¶Õ^Åȍ�®6�Y_2�®6�îåY�6®�²�6^ņŀmÎŵŝƓtÊkqçÔY2Ű�²�6^ǂŘÁFŬhVXĸętŉǘPq
ÓƯ·t	���µáĐǗ2ÓùÔ]äǩN2ĩēŵÎ��®ƣǖmŵÎÁ^��ÿǈïč2ŵÎŝƓ^ÃȂĈĬ\[tĳş4èśNXīǚ]W\
JXAhP3

東芝グループCSRレポート2013
130



¶Õ�x6®�{²��wđI^ÂÌ^Ņơ ���¤1�6��ŽƞÁe^��¢y²�
Ņơ

y²�^ľǤ�6®�²�6��¯�7��
�²�

y²�Y^�6��ŽƞÁe^��¢y²�
Ņơ

¢�6ȶÖ8º¶ƘȒ9

Q�$F�;�&�F,J.�\f

�_�'�9*Ty\f

Åȍ�®6�Y_2Əŝ4�6��Ŝ^ǖì4�6��åþtƊCXDp2ÅȍƏŝtƇǢHûî]LŐíATUHTk]2ǖì4�6��
ŝƓ^đ»]ǥkXAhP3
¶Õ^Åȍ�®6�Y_2�6��Îŵ^ŝƓtÊkqçÔY2:w��6�6��Îŵāé±6�²��®6�;tĆŠNXƟė^ŤŔZ
īǚe^÷pĢitĊkXAhP3

�_�'�9*|cP��	
? J5��R�r�

Åȍ�®6�Y_2ğĩƏŝ4{¯�6�64Ʀǋöƶ4������¤4���®ȆÂö4���²\[^ǖìtſøPqŰÀFŬhVX±
6�²��®6�tĆŠ3Ɵė^ŤŔZīǚ^÷pĢitĊkXAhP3

K^±6�²��®6�Y_2Åȍ�®6�FëǉNX:¼¹aZp2¼À¼Àt´ŏ];NTÎŵFYGqnB2ËƤ]ȃƗNT:Åȍ�
®6����6��·;tĆŠ3�x6®�{²��wđI^ÂÌ^ŅơtäǩNTp2��đ»]W\FVT�6��¿ƯtŤŔNXAhP3
Øǐ¶Y_w��6�6��]DIq��đ»^Tk2	���µáEo��¢y²�ŅơDnb¢�6ŅơtäŖ3	��	µá_y²�2�²�¡
6®2º¶YèśNhNT3hT2�6®�²�6Y^}�¯6�6^ŵÎŝƓđ»^Tk2ŝƓıŦtĜÓNXƒìNXAhP3
Kro^gE2º¶Y_³¸¶ÕYŁĄNXAq�6��¢�6]WAXhZkTȶÖtȷȩN2ÂĦ	ýȶtº¶]@q
ćËà¹Z�6�
�ĹÓźeƋȁNhNT3

東芝グループCSRレポート2013
131



�����Ty�'>�4�kL

���`��u��b�m�

:�6®�²�6āé±6�²��®6�;Y_2¶Õ^Åȍ�®6�đI]ĩēŵÎ��®ƣǖmŵÎÁ^��ÿǈïč2ŵÎŝƓ^ÃȂĈ
Ĭ\[tĳş4èśNXAhP3hT	���µánpÀÕĩēŵÎ�²�6®tȈµäǩNXAhP3

	��	µá_2��Ä]Ĕ�Ù:ĩēŵÎ�²�6®;täǩNhNT3�²�6®Y_2	��²�6Eoæ`rT	�¹^ºEo2DǌƹǍƂá
Fũ]ÊA}�¯6�68Dǌƹſø9Z2Dǌƹ^ÛÆ]ÛVXĻƜtȸoNTŚǺ\ŵÎtõȫ3ŚǺ\ŵÎtŰ�6®�²�6YŤŔ
N2îå^¯�®w��]W\JhNT3

�_�'�9*Ty��b�m�

vaN�
Q�!G<�.�s������]�'>�4�W'�9*��[

Å³¸´ȋǵ^Į2Åȍ{¯�6�8Ō9_2ŉÝȝ4ëȌȝFȲŻN2ȅCÒ\HǧȋFĉHȋǵÈÉø³EoȗÙtäŖ3ȧ
Ä
�	³]_ǴżÝ¾ǕƳįū]nqî¶^ģÀ4ģź2ƏƠǷĈ2�����6��62����2ǏƚŽƞÁF¼ǃZ\VX2Ĕ¼ǳ
^ģƎ×ǣFÅČ{­w]ȡƗ2ĆĦ4ƏƠEoêǀhY^¼ȥåþZî¶ųǅ^�6�����±6�åþtȣŐNXƕǵ{¯�6
�6^ȳƻ\ƪǽ]÷pĢi2ćŮlǱĉNXAhP3

hT2Å³¸´ȋǵ^ǧȋm2ĩÜǿƷ^Ȼǲ]nqĦşȀĩ^Îŵ]ŲC2ËȋÐ]{¯�6�6^ņ¾žƾt���²Y¼ȭYG
q:ËȋÐņ¾žƾ¼ȭț·;m2ǻȰȓŁY{¯�6�6tǼťMQq:ĦşȀĩǻȰǼť�6��;t	���µ�Ä�³^ƀǵ^³
EoŸřYłƮNXAhP3

Åȍ�®6�Y_ȋǵ^åƥtchC2ǵŷÐ]lDǌƹÎŵt����MQ\AnB]2w��6�6��tſøPq�®6�·À
YǵŷÎĜ¢�¨w®tīǚNhNT3

vaN�
�zRSV����'�9*Ty

Å³¸´ȋǵY_2ğĩƏŝ^ǖì�6��tſøPqÅȍ������±6�8Ō9^Ƞň�6����6�ª²F2Ŷŧƕŷ\[
]nVX½ątǼťNhNTF2Ýċy²�¬^ÙƪtƙVXȋǵ�	³Ñ^
Ä		³]2¸œÔ]½ątŋä3K^Ò2�6®�²�
6Y^ǖìĎŞ_ǱĉNhNT3ƕǵMrTDǌƹEo^Ȧȴ�¯�ZƷȢö^ǖìȇǡFũ]ĨH2¼Ð_Ýƈ^��ǸĐ»]\ph
NTF2ȳƻ]ÎŵPfH2ǝf�	�¹Đ»^î¶^�x6®�{²��wFÅČËÏ]���NX2ǖìt¾AhNT3hT2Åȍ
�§­w8Ō9ZëǉNXƷȢöǏƚ^ǮÐ�6����6�ª²tȠň]ĆŠNhNT3

�x6®�{²��wÃƍlƕǵNXAq\EY^Îŵ]ÎN2DǌƹEoŪȘ^ġƭtATUGhNT3

東芝グループCSRレポート2013
132



 ƃ��ǭŠ^�6���¯6�²�

~��¢6�¡6�?�²�6

@\T^$/*!"++(�#+)

vaN�
Q�A3�"F(*2@+�s�

Åȍ¥�x~®���¤�8Ō9_2	���µ	Ä]Dǌƹe^�6��^ǠètǇq÷pĢi^¼
ƩZNX¸À]:~��¢6�¡6�?�¯6�²��²�68����9;täN2ÌÀ^«6°�
��¯6�²��²�6Dnb�¯6�²�w~�£68ã¶9ZëǉN2ĘěŰ¶^�6��{
²��wŅơ4ƣǖ2©6�6�¯6�²�\[^�°�¬¤tłƮNXAhP3îåtȞƬƫļ
^nB]ĆÓNTśĆÕY_2ŰƏŝ^ƣǖǁtƋŠNX2ƖŜƏŝUIY\H2���tŐVTş
ȎŴƆ\[^ƣǖlèśYGhP3hT2ÌÀƏŝ^ƅÍtħÓNXAqĘěº^DǌƹtÎƑ
]2èǨƵ^ƅÍ�¯6�²��°�¬¤\[lłƮNXAhP3

vaN�
Q�2#8704I�#�s�

ğĩƏŝ^ǖìm¥²��²�tſB2Åȍ������±6�8Ō9Y_2Žƞ^đ»tǇqƣǖtǱĉÔ]èśNXAhP3Kr
]ĕCX	��
µEo_2ĠÜ·ÀlƱkT³¸î¶^�6��ŽƞÁîâ]ÎNDǌƹÎŵŝƓđ»ƣǖtȈµèśNXDp2	��	
µá_ĠÜ·ÀtƱkT�x6®�{²��wDnbƒìÁð	����¹FűĕNhNT3K^nB]2Ȉù�6¢tůC2DǌƹÎŵ
^ŝƓđ»tçÔZNXèśNXAhP3

�MZ����Tyr�

DǌƹǍƂ^ĤüĂ^ìĶ2DǌƹZƽPqĮ]ŭü\��®\[^ǖĴtçÔ]2Åȍ�®6�Ǜ½â]ŅơtèśNXAhP3
Mo]2:DǌƹÎŵı¸¢�¨w®;:DǌƹEo^ĩēÎŵŵǎŬ;\[^¢�¨w®tƊŲN2ÀÕƔÞ·mÀÕ 6¤�6�YȱȜ
tǇVXAhP3

ne�^��4D:Fql��'>�4\f

DǌƹEo^Ĥü\ëȌm�¬�®ĸę_2�6��6�]Ȫƴ2òŀ���tƱjÚŗÁYŤŔNXAhP3�ÎŵžƾmīǚİőtŕĹ
N2ŕè]ÎŵPqTkUIY\H2ŋÈƀť^Tk]ŒíNXAhP3

�����Ty�X��hp�{j

úü\�6®�²�6tÎƑ]2Åȍ�®6�ƲÃ^1:�6®�²�6ŝƓ�z��­��;]nqÃúŹčt	���µáEoȈµ�ÙǱĉ
Ô]èśNXAhP3ĤüáFÊH2èśáFƌAȖçtºķ]çǙƸtĆÓN2ŵÎ��®Ņơ2¦��­²�\[^īǚśĜtĊkXA
hP3

���Ty�'>�4o���b�m�N�

vaN�
�s�Q��3).F;H/#1�'�9*O

LĖíÁ^ǔ´]nq�6®�²�6^ųǅǔƝm2_OkX���²tLĖí^Dǌƹ]
lsEpmPAóǨ���^ȨŞm2�%"ȉȊ^ôş�²�²�^ǠètǇVXAhP3
Åȍ��@uNu�¡6�Y_2ǻȰģƎ�6��tĖíN2ĝķÁ^Dǌƹ]lsEpm
PHȓŁÏàmĆÓ^ÏàtLĲÕNXAhP3

ũ]2Åȍ��@uNu�¡6�^$/*!"++(�#+)Y_2y²�6���]ƽĉMrXAq
���²^öƿĸętŐVX2öƿǯŔ^Əŝĸęm�¡6�ĸę\[ŭü\ĸę^itõ
ŃPq:@\T^$/*!"++(�#+);tèćNXAhP3
hT2ôşYód¢�¨w®lǠèMQ2w²�6�ïčY_ÊAǑĿtATUAXAh
P3

東芝グループCSRレポート2013
133



Åȍ{¯�6�8Ō9èöƣǖȬ

Åȍ����­¨6�ª²�6��8Ō9�
²����²�6

vaN�
Q�=�@�;D �J*�s��Q�&J(B�??�%2�J$�s�

Åȍ^ğĩƏŝ]ÎPqñƧĵď^Ũńtǰkq^F2÷pȔA]ÚPqñƧYP3RKY2ñƧFĨAƏŝ]WAX_2÷ȔƔÞŎ
m 6¤�6�»^���8nHATUHLƓĀZÙǎ9tīǚNX2ĺpTAĸętnpsEpmPH2ȐNmPHȉȊPq\[^÷
pĢitNXAhP3
hT2:�­6�6×ŝ�ȟ�¬�2 6�\[�^șÍ;]ÚPqDĀAÂsQFĨAKZEo2	��	µá]���y��Åȍ
�'.'*&�',%#-�Y�­6�6×ŝ^ưĒtäŖNhNT3

vaN�
Q�!G<�.�s�

Åȍ{¯�6�8Ō9Y_2ÅȍĚº¿½ăÕ]DAX2ǫǗöm�®�v�­�x6ĆŲ
^êǀ�6��Dnb2ȯŞĻ¿Ǫ]DIqŽƞâ^èöƣǖ]nqŽōđ»2\ob]�
ª6®6¤öōtŲCTØNAèöƣǖȬtȺĻNhNT3Ľµ2Ŷĭ^ÊǶé]npĪĕ
NXAqÊƻ{¯�6�6Ǐí^êǀŽōđ»tǇqTk]ÊǶǫǗƢFĆIor2Êƻƨ
ƤY^ûîĂmȚǞĂtǹĞPqTk^èöƣǖt¾AhP3Ǭ]øÀƏ{¯�6�6^ǻ
ȰŹƐEo�®�v�­�x6^ĆŲŹƐhY	�ÐÒ2

�³^�¡6�åþYŹƐt¾
VXAqÅ³¸�6��ĸę�²�6lK^ƣǖȬÕ]ƛŴ4ǔƝN2Dǌƹ]ûķtDȑ
PqTk^ƹ5\���°�6tİŬNhNT3hT2ǉǜĩētŒíNTêǀģƎ���
¤]np2ýF¼^ǊǓÈÉÐm´ųǅËȋFÈÉNTĮ]ȳƻ\ƪǽFYGqåþtƉȄ
NXAhP3

vaN�
Q�20#-EB�(CJ'�9*�s�

������¤^êǀ�6��tſøNXAqÅȍ����­¨6�ª²�6��8Ō9Y
_2LǟðATUAXAqDǌƹ^���±6�t	�ÐÒ

�³åþYŹƐNX2ņí�
¡6�mǓŷƪǽ2­¦6�¥²��²�\[^�6��tłƮNXAhP3

Kro�6��]ÎPqDǌƹǍƂtÊkqTk]LÿÇ4LüƼtšŬNX2�6��đ
»m½ąīǚ]W\JXAhP3

東芝グループCSRレポート2013
134



��u-�­�ĄĠ(@ůŧ`[Èľ.Ŋı½řă/
�XV�Q�NK�J>

�XV�Q�NK�J>�;��:O

2@ůŧAi[Ŏn¯ĥZK)@ůŧZIŰň=PQFkőĭ)��� )}-��[ÚÄ)ĐŹnßøMkh>ŽÕMk3HWn)0Áƕ
z©-�ºæēĴ1@h^0Áƕz©-���ŬùÉŇ1ZÍeU=bM*

�XV�Q NK�J>��WD�

Áƕz©-�\)®ō[Ě¹Ĩæ)Ÿà+}-��ĨægďĀ+r­�-���nÖLU=PQ=P)őĭg}-��ZÔMkžėgIñ
Ã+IïŨZS=U)äĚ���nŢdÔĪ½VĲĩK)őĭ[ĭŒĐŹgŸà}-��[ý¶ZĨAKU=bM*
Áƕz©-�[ƇƘ+ėĄêŦ)ąďőĭZS=U\)őĭĬZÚÄ+öĊÐŖBÍíÎZÚƄMk²ÝV)ĎDźNilP@ò=¾mNZ
S=UĐŹnđŗ)őĭZġƇKU=bM*

�XV�Q J���RL�FY

Áƕz©-�Z@=U)±ÏV\ąďőĭ[ÄÿË)Ě¹+|-©�­�-+}-��ńì+�- �-�ZźNilk@ůŧ[Ŏ.�"���
"���&$%" �#	���/nİķ+¿ƞK)ĔĮ+ĭŒ+Ě¹[Ļńì½VĲĩ*őĭĐŹZĨAMÛðBÍŔKU=bM*
þóVf)÷ſ+Ŵņ+ƃƢBƁYkøÆ[�-�nƦƝMkPeZ)���[¿ƞgŵòãúYXnßīKU=bM*�����°Ù\)���
 [��rÑW�-��­ÑV@ůŧŜ`[ŵòãúnßīKbKP*®ō[ƜiK_jn\LeWKU)ąďőĭZS=U[ĦáßŌgI
ƏŨYXnĞŪƪ>ŶĈYê²WYjbKP*=PQ=PŎ\łĭĔĮÐŖ)öĊÐŖWĲĩK)@ůŧZIŰň=PQFkőĭW}-��
nĜşVCkh>ÚÄWĐŹnùeU=CbM*

東芝グループCSRレポート2013
135



7

ŤħÎZv§-+r§��ná=P
�
�Ĩáwr�

Áƕv��¼[�- �-�0
$�
�"$����1

J?8U�B]S<H�FY

Áƕz©-�V\0ëƚœ×ĤnfRWmAjgMD1W=>@ůŧ[ŎZēT=U)â¼ŀŁÎ
Y¬-x­zz©-�nöįKUĐŹZëjćoV=bM*

ÍíÎY���ãúVĐŹ[ŞõÙ¾=nųęMkaA)¼ó[0®³��¤p©|­���17Z
ľƗKUŲŖ¿Ò[ĩŭ½ZųęnƧ=V=bM*����°Ù\�
�.Ǝ¾ť|�-ê/[Ĩá�
�¤p©BûƊKbKP*

�
�[Ĩá��¤p©0AoPoƙěwr�1V\)@ůŧAiò=¾mNƩÙ[Å=ÏğZơj
Ēc)��
šĳVbWeU=bM*v§-+r§��nŤħÎZĦáK)âÛnbWeUîĖĶn
ŋ?PHWBųęJlbKP*

0®³��¤p©|­���1W\)¸ƈŅĕØ´��y�v©|�¤�{-�-Ć²B)��¤p©ðěŃŘ[ý¶W��¤p©
ĭŒ[ý¶nÖLU)îâV¿AjgM=őĭ[ĦáÉØnũ?k��¤p©n¥-~-ZĜşMkHWnÞĉK)����°AiƐ
°�ÓÚƄ*

J?8U�",)�-($7%1	+�0	3/	'�����G����,6*'@=

���©�«�y�6}-��¼V\)��|­[Ħ=ÉZÔMk|-©�­�-`[@ò
=¾mNB±Ï+þóWfZĎ=HWZŕÞK)�- �-�ZƑƒMkėĄnżßJNU
=bM*
Š?]Áƕv��¼V\)@ůŧ}�-�}r�0
$���"$����1[¨­yn)��y��
�pr|­[aA����§s~[�-©�-g0@÷ZÇj1¡�¤-YXZċeŝāK
U)@ůŧBpy��KgM=h>ZöÍ*êūĬ[@ò=¾mNZÈMkÓűn�ª��
�-��-�AiđƟVCkêģnĽ?)@ůŧ[ĂƌônÅebKP*H[ĐŹZhR
U)ďĀZhk@ò=¾mNBčĹKU=bM*

J?8U��6#&� �I���XV�Q @=

Áƕ[¼Ïv­��-V<k���©�«�y�6}-��¼V\)@ůŧAi=PQ=PIñÃn)Ơƨ�ª�4ªz~5[0@b
AN�­��£ÅĮŒ1êģ[żß)0�-��q�yţĮ1êū[ŷż)0ªz~Śćç1[ĐŹYXZSYGU=bM*bP)ő
ĭÜ^)Ħ=É[ļĝZKU=PQDPe):98[¸Ðn�- �-�¶VèÚKU=bM

J?8U�\��AC [E���274#5.!
`^�P_TZM�
�=9

�­¢z§�qZhkƤBođƔûƔĿ[Ő=àĸ[¸S\)đƔÊ[ƖcWĖàÎYéîVM*HlinƉčKUČôBîĖ+¨§
�y�KUûƔVCkh>)ƔŮŏƋŉŃŻWđƔnûFkÉ,[ŎfëjÇlPƅįnÚÄKbKP*

Áƕ¡�qv©��� �.Ģ/V\)śŮøÂWÚÄøÂnSYE0p�¨{-�¦­���£¨��1W=>ĺūnöF)śŮø
ÂV=PQDŧ,YŎnÚÄZĨAKU=bM*

ORWÀnįFkp- ª��.ĵƂ·Ɠµ/g)AiQZƛkÐ¿[êƥÎƍPJnĶLJNY=Ɔƀ)OKUƅį[ƣJnĶLY
=h>Y§s­��tr�YX)´ÌĘåZēTD´ZgJK=�~r­\0����°z���~r­»Ɗ1n\Le)0�r�+¥�
�-}©�~r­Ɗ��1g0;
���$��!�
'�#����1)0#����"%���$��!�
'�#����1YX)±Ïó[�~r­ƊnüĎDûƊKU
=bM*

東芝グループCSRレポート2013
136



��s1�£�ûĥ,=ŬŞ]X½ĸ2łĲ´Őú3
=45�)@1*$B

����DN�U�Xl�W\

�}£�1� �r �1�1T®G¼jGeH:ƯŲàX��y1~?�p�/���1{��|p£ƊlöƊ

=45�)@1*$B�M��Lc

·Ɩx�1�SY-§Ƌeìį-ų?:XŌ:lű<R-Ʈd?ƟŽWƜgJi³©XÔñW÷BR-���1{��|p£2��3Wáhā
mS:`H.


��
§W���1{��|p£ũó��?¬đWVh-·Ɩx�1�X��ũóXMc-ĴĬH^@4��×Œ54���~�£54��up�
�p£5lçÁGR:`H.

Ij'@�8�=45�)@1*$BRd

6¯«[ThXäđTƓƁXMcW-ęŝ9iĻİlƒőG`H7
·Ɩx�1�Y-§Ƌeìį-ų?:XŌ:lŠ<R-Ʈd?äđWƟŽWƜgJi³©XÔñWƦƗG`H.

Ij'@�8�=45�)@1*$B7,>B

�Ĩ<V:�l�Ĩ<i�]-�Ĩ:Qg:�l�Ĩ:eH:�]
şGaeHA-äđGRĨOR:MNBi·ƖX���1{��|p£.
p��1}�£Wfh-ńWĨ:eHETùƌìX÷­lY>h-fhĆAX¾W�Ĩ:M:�TĤOR:MNBi-ƫÊ9iĻİlc
FG`H.

Ij'@�8�=45�)@1*$B&$3?$B

/Ĩ:eHE?ţkiCT
/Ĩ:¾?ƞžSk>heH:CT
/ŇÐÂVľĽlƉąHiCT
/ùØ´eùØŔŏ/ļťXŌ:W>>kgI-ĬśìlºƤS@iCT
/äÙìlŕėGđ×ÂVßälƉąHiCT

2­Ė�PX¦ƛÓT	�Xup��p£>gVi3

=45�)@1*$B�PV


���§W-���1{��|p£2��3ũó¢1v£x2��3lºŀG-Ïº����]X��XĞ<¾Xāa¼j-³Ãê]X·ƖX��
ĒûěŖVUlũóGR:`H.

東芝グループCSRレポート2013
137



ƚĔĭŚ��£

��£lƚORXŰę

8

�}£�1� �r �1�1���������

®G¼jGeH:ƯŲàX��y1~

=45�)@1*$B#35$*�VN

·Ɩx�1�SY-
��
§ÍWų?:X9ix�1�Ÿ°Îl½ŊW-ŵřçX4���1{�
�|p£����o��p|1çÍ5l��1�G`GM.CjY-ŵřGMŸ°Î?-íƑÅŎX
Ơlű<R��ĻİXÏºeŰęWÿÊHiT:;dXSH.
�	�§ÍY-ÆŮ¨lŘbøêÇ¸
Wd½ĸGM��XũóëÕlÓÂW-çÍX½Ŋlê¨ƘŸ°ÎWdŴ¦G`GM.

�	
§ÍY-åūĈŦŞ÷Br �1�1XƚĔĭŚ��£XÏºWP:R-��o��p|1l
ŘcMòŚlƐbCTWßƨjV¬ƆŋÌ´eƔŉ´WfiŰęl²:`GM.fhĆAX¾WT
ORƎXr �1�1lĨ:eHAHiMcW-��£X²@ĄŹÝĝl-¹RƐaeHA-ƚO
Rk>heH:ƚĔĭŚWG`GM.CXƚĔĭŚ��£Y
�	
§�µ>gåūĈŦÚƏƎSżØ
EjR:`H.

=45�)@1*$Bb_�OJ

þĈeĦœïķ-ĒûàŜ-ÞĴïķVUŨĜ:¶ÈS-Ĩ;«XÉ¸/ŉòWVORĞ<i«À¬đïă�¡��lĸØG-fhĆAX=
ŬŞXDæšláh¼jV?gĻİlÏºGR:`H.áhāaXƣƄeĻİWP:RY-·Ɩ���1{��|p£�1��1~lDƩË
E:.

!))&���+++�)%(!"����%�#&���(" $�&'�*��

]SHe�3$0�=45�)@1*$Bh����!Yh


�	�§
µW�}£�1� �r �1�14���������5T4®G¼jGeH:ƯŲà
X��y1~5?�p�/���1{��|p£Ɗ
�	�8XŭŎþŰęWfi���1{
��|p£ƊlöƊG`GM.

Yh�U�:$B2

;+B@�<A-%A9�.���
�	
�����
¹R¶>heH:0ƥƬp£~y1�ıĢ�|p£Y¥ªS°üýXt�1���1{
��|p£ēģláĎ.ĆĀōS¥ńTźń¿KjLjXĒûlk>heHAÝĝ.

ƚORk>heH:0ưĭŚƙĚ��£YĭŚŗļT¦@EWP:R�¡��p�£x
lƍhņG-ŉƂųĺ´ďÐXŰęWČQ@âŽÕlÔñ.
_>-ƣƄY=ĔgJX�1~lDƩANE:.

G�K ����kfT�6/(�,
ŇÐÂľĽlƉąHi0ÖơV¾eƢÊXV:¾Sd-äÁGMůVŧĳSĚ°S@i
f;ƧXŗlĉŷ.

Ĩ:eHE?ţki0Ĝ:ÏĪÅS-ÙÐl¹V?gĚ°S@iXS-ĵ�1�XƪƝ
?ġƅ.
_>-ƣƄY=ĔgJX�1~lDƩANE:.

�p�/��1�1Çlªƈ»THi���1{��|p£ÿ©=f\���1{��|p£ĬŃ©³?ãƃHi¨ĊÂVƊ.�
�£�£ĕŶ¦ÛX����/� £w�1ğƀlŅõĘÎ±THiŭŎþXŅõďWfhÑZji4���1{��|p£Ɗ5
T-¯ƇłĲ´	��ċWfhÑZji4���1{��|p£z£}�1��qp����Ɗ5?9h`H.

東芝グループCSRレポート2013
138



]SHe��E[=4C"�)@1*$BFQ��������a^��`Z


�	
§	�µWĹĮSÏƃEjM4¨Ċ��¤n1{��|p£©Ò
�	
�"$�ĹĮ5Wč°
�1�l®Ţ.�p�/���1{��|p£ƊlöƊGM®G¼jGeH:ƯŲàX��
y1~X_>-ĂƭÄŁćŪ}���-roz£2�p�z£�¡1�13-åūĈŦŞ÷
Br �1�1ƚĔĭŚ��£lŢĝG`GM.þĈàŜ>gè°ØàŜ`SŨĜ:¶ÈS
áhāmS:i·Ɩx�1�X��lĆAX¾WD×Đ:MNATTdW-ð¸´>gĠŤ
Dé¹l:MN:Mh-��X¨ĊÂVÜ÷lƪƝHiVU-EgVi��XũóWſc`G
M.

=45�)@1*$B�ig]S

·Ɩx�1�SY-��]XáhāaeīÜXîĩl³©TĴĬG-ĒûºôGR:ACTd¦ħNTĞ<-¨Ċ��¤n1{��|p£ÿÒ
©e-2Ŀ3þĈňİÿ©VUWdĶıG-³©ÙÐW½Hi��ƕŻWdſcR:`H.

東芝グループCSRレポート2013
139















%&�
*0!OV� +,$#�]Z	E=
�
!���

��	��
�
!�����

�5��>\��C1�������
�<u�.
'!/
�0�sFH��R4?b�@���93xvWM�nN��
���

��	��
�
!�����

��� <u�.
'KTJg�<u�.
'8M^[�R���ilA�93xv�t����

��� :mhdI`�pLaeUf�!)
"	XHko�93_w�2Qjq�;B�6S�93xvWM�GY����

��� r7D�(-0#��WM�Pc����

�
!������������ 

�
!������������ ��������

東芝グループCSRレポート2013 
146







VWM(Y_S�¶"PZ\UTLÃ¿%|o
�����������
��
�

�����������
��
�	���
�#

níO](XC��Âa=ifJÝ|8IA.:H#jbs��B¬å%±wB:FA#p�%lª}G�f�>�ã%¤xJâH#+à¼
.I¯f,>7<æº@µ¥%µ­%ä213Jh;</2E8$

� ���
��

p��éBÂÞ´{b@?AÃ�7#�æ@jbB��A�3<�Àp DBµ¥G¨Í@?J04@;</E8$

!%����
"�
$

²�y�É~b)©�¡�Ï*
"bg&�¸�ní"bg"�máñ

�fÊÖÉ~b"�fÐËxub)�¦�f¡�Ï*
"´{&�¸�ní"bg"�máñ

�¦Èpî�b~
"vr~{&�¸�ní"èbg"Ì'�êÓ

�������
"�

`c�¦°}�kb#`c«�³fb#«t²�ÆÔ�f¤b#�a£ì«�Î¾����¤~b#£«Î¾¤
b#����	�-��#�
��-��9BçB°}@?A03I»�AÛßsAÃ¿7#¢�Ä¹@jbB��GqÁÙÑ��@?B5E6E@Õ�
±wA�3<�H§K=/E8$

"-�"����	&������� ��������� ���������� ����������	�!��������
"-�"�
�&������
����������� �

�������
"�
$

`cÅ³b~�%n�Å³b~�
"bÒ&�¸�ní"�ØÇ"½®�

eëj°zd"`c�ï³f�kb
"bg&�¸�ní"�ØÇ"½®�

����	
"èbg%�i&�¸�ní"bg"�máñ

�Új°zd"`cð·×Ü¤b
"bg&�¸�ní"bg"�máñ

�ÚÈ°zd"`c^RSTLNSQST[¤b)
���*
"bg&�¸�ní"bg"�máñ

eëj°zd"`c�¦°}�kb
"èbg&�¸�ní"èbg"Ì'�êÓ

eëj°zd"«t²�ÆÔ�f¤b
"bg&�¸�ní"èbg"Ì'�êÓ

東芝グループCSRレポート2013
149







�
�!*!&/��*!)+�$-+
�$�!��*!+$ !',4�+$�����$"$�
�-+$'!++�"(*��(�$�%�
�!+)('+$�$%$,/������

­ŨƧť
8Ī9ÁƖ
���ŹýŴ1Ŵ¸

);�

��
����

);�

��
����

0+�
	<361��"$� &'#��#��(!�����*�-�

ÁƖ~¨7�BÛÍ���İêtŹýMp]<RUXŝBĐó]\p_A3
PKXHqAn_~ª7�¨\���ŚćZ`ŝA�
Ý¯_���ŹýęßY<p���_v�vçë2�!*!&/��*!)+�$-+ğZăK½=eKR3

¬Ì 	��
®�¿

Âù ÁƖ±»

�7� 5��7}�¨�7Z_ÊătÙLR:ì°;_ĠĢ
5~ª7�¨\���Ść

"$� &'#���.4�/���2,��78

���]ÕKXìÕĆáČZătMpZ2ēD_ËB���_Ķįħ2:§�};Z:ì°;]V=
XŖCR=Zč=eM3���`:§�};tƅŷ]ŅESFY\D2ė·]ZUXŭ6\:ì
°;iÅfµMi_ZĨ=eMB2�!*!&/Ju`[>@Ĥ?YMA�

P_ÙoYM3ēD_ĉĩĬ`:ì°;]V=X<eoƙqnqX=eOu3§�}`iTru
ĐóYM3ēD_ė·`HHAn��7�KeM3KAK2ŋ]§�}SFtõźKXKe>
Z2§�}���¢«�ā´_i_`ĘnqeOu3:ì°;Z`2x��7�¥«tĈĊ_ĺ
ÇŜ]@FpĤ?Ëj����£�¨]ÕãĳF2ĹâtŉHM:ì°;_HZYM3Hq`Z
Xiàú]`�7�¨_Æ=ŚćYM3ÁƖ_���©�7�`ƜŎƤĕļô\[_÷ÓóƆZ_
Õãø]iƙqnqX=p_`iTru_HZ2:ì°;]V=XiƙqnqX=eMB2i>
¶ƃůhpHZBYCpZĨ=eM3Veo:���Zx��7�¥«tƋOX[_m>]~ª7
�¨� ¤��w]ƠƗYCpA;Z=>HZYM3ÁƖ_Łřt[_m>]ĺ�7���]Ň
ÉMpA2ŇÉKRÂ½ZK\AURÂ½_�&)��,�ũĮ�`[>AtÃŵh\Bnº·_ËĂ
øt×hX=DZ=>HZBĐó]\pZĨ=eM3HH]Ɲqa2ŪRT`�����§�w
_ģ_����tĤ?pHZBYCp_YM3

�&)��,Z`M\sT2ð»BĈĊt[_m>]Ĺ?pHZBYCpA2:ì°;t[_m>]
İAKX=DHZBYCpAZ=>HZYM^3P_ûY`2RZ?a���¡Y2Ƙż_ěÂ
]şŘÕãŁř5���¡tŇÉMpHZYşŘŃƛtŐĒJORo2x«�_��7�� ¤
��w5�ª�y}�Y`2� ¤��wåß_ŐơƊâjĔØţū_òÐâ]ĂFRíoďf
týhp\[2ŪRTŦ¾_Łřjx��7�¥«tÙLX2»°]ÊKX�&)��,tÅfµM
ĿīøB<pZĤ?X=eM3

¬±_ė·`=r=r\vx�vjŁřtċUX=eM3ķó\_`2PqtJn]ġGX=D
HZYM3���Z`2:èÀtƞĐK2ƣtƓF2äĚMp;Z=>
V_ZXi�«�¨\Ĥ
?Ë_HZSZĤ?eM3H_
V_àƩtÙKX:ì°;tÅfµMHZBYCp_YM0P
qQq_��7}�¨�7teNƞĐMpHZ3ƞĐMpRh]`2ƍn_õÃtŖDHZB­ĭYM0PKXĦ_õŻY_äĚ
tMpHZ3éĎjė·2Ƙż_�7�täĚMpHZ]ƟCpAnYM3ė·BĠţKR=i_moi2ƍnBķóZMpi_
tĠţK\Fqa\n\=3ÈLm>]2¯]mUXƇ\p��7}�¨�7`Ƈ\p�7�tċUX=eM3x«���vY`
Ąľä2ŞƑŤÄĔ2x«�¦_öćB<pAiKqeOu3x«�Y`ĵƨÇY_ÄĔjƥĔ2�7�ŌƐ]ŚćB<pAiK
qeOu3PHYÁƖ`[_m>]Hqn_�7�]Ľ?X=D_At:ƞĐK2ƣtƓF2äĚMp;HZBĜhnqeM3P
>KX:ì°;tÅfµKX=D_YM3

東芝グループCSRレポート2013
152



);�

��
����

);�

��
����

!(�%'��
	:5

ă`ĹsoeMB2~ª7�¨\� ¤��wY`2¯ã\[Bx��v��tZo:����Z~ª7�¨\²þ;BĐó\
����7�]\oVV<pZĤ?X=eM3

Ŕ²Ñ]`2���Z`ÛiƦi:²þ;Bŧ±Ñ\�7�SZĨ=eM3����`ĈĊj²6]ŭ6\šűtŊ?pAnYM3
KAK����ZĥŲÕãWF]D=i_ZKX¸=Ï:²þ;Z=>čŠY`<eoŕnqXH\AUR_`ºàYKl>3R
SKîĝ`2:ēŭ\��7}�¨�7BŸĸK2PqQq]²þBŸĸMp;Z=>Ĥ?]ïûÔƄKX=pZ=?eM3RZ
?aė·_Ɓ·Ü_f\nNP_��¦x�y7«Y_²þBƞĐJqX=pHZ2Ĳœ_Æ=òå\őĲtĠţMpHZi2ġ
=õŻY_²þYM3Ū_Ĥ?Y`2Û_�©«�`:²þ]ÕKX2moßſÑ\v�ª7�YƇ\p��7}�¨�7_Ƈ\
põÃtäĚMp;HZBĜhnqX=pZĨ=eM3kUDoZKRĹâYMB2Û����]ZUX:²þ;`eMeMĐó
\�7�]\UXCX=pZĨ=eM3

ð»ZKXiƜŎƤĕöćc_ÊĽj2��¦x�y7«]@Fp���_ŹýZ=>Ść]ÊKX2æŢíÿđj·Ċęß2���
\[ZÊătĐ^\BníoďuY=eM3

»°An_óŮ`ŋ]ĹâKeM3iK�®Î]2:ĔÒ·Ċ_ė·`�«�ĴĀ¯jƂƀ¯YŉCX=pƜŎƤĕöć]ŏƔM
dCA;ZŖAqRn2Ū`ŀƏUX=RYKl>3Û¬_ö=B�®ÍYieURDÈLÔŽtƕ>Z`ňn\=_YM3KA
K:²þ;]ÕKX2ÁƖ`¯ã~ª7�¨5�«�}�]	���®]ĻąMp\[2¯Ė»°]ÊKXP_íoďfËņtëÚ
KX=eM3:²þ;täĚKz«�7�¢«�MpHZ`­Ĺ\HZYMB2ÈÌ]:²þ;`����t¹>´Y³ųYi<
oeM3ÁƖB~ª7�¨\²þtė·İê]ßſÑ]ń½K\Bnº·tŰÞKX=Fa2»°Z¶²bZo]���w�\x
«�}�tŊ?üFpHZBYCpYKl>3ÁƖ_���©�7�`ManK=µÄûYM3KAK2:ì°;Z2[_m>]K
XĞŬtƒśMpA2[_m>]²6jÇŜ� ¤��w_ōtŖ=X=DA2]ÛÍiUZ�{7|�K\Fqa\n\=ZĨ
=eM3��7}�¨�7_ō`§�}tƎĒK2²þöćj��¦x�y7«_žCjP_ƚÚøtäĚMpHZ2ì°ZĞŬ
tÃVFp_]łÖV_Y`\=YKl>A3:�(+#$���+��-+,�$'��$%$,/���,$.$,$!+;_©�7�An:�(+#$���+��-+,�$'��$%$,/
�&)��,+��' ��$+$('+;c2Veo:İê;tĢMĉĩĬAn:x«�}�Z��¥«;tĠĢKRĉĩĬcZýâJOpm>2
ÁƖ_Ɖ\píoďf]ñŗKX=eM3

.4�9��

ð»i°ÜY<p���]`2ÁƖ~¨7�_���İê]V=X~ª7�¨\ŒûAnƌüÑ
]ĠčtƢ=X=eM3
ÛÔ2v�vÇŜ_Ŷı¼Y<p�!*!&/ğ]	��
®]ÿCüCIõÃtƢDHZY2�
�7}�¨�7Z_ÊătÙLX2ÁƖB»°]Ŋ?px«�}�tõźK\Bn2~ª7
�¨\²þ\[_�7�][_m>]ÊĽKX=DAƈ2ÛÍíoďgdC���_ËĂø_
�«�tƢCeKR3

8Ī9ÁƖ����ŹýŴ
Ŵ¸1­ŨƧť

東芝グループCSRレポート2013
153



東芝グループの経営に対する社外取締役の意見

社外取締役からの意見

社 外 取 締 役 に お 聞 き し ま す

東芝は、委員会設置会社として、日本企業としてはユニークなガバナンス体制を取っ
ています。私は、現在、指名委員会の委員長と監査委員会の委員を務めております
が、いずれの委員会においても、また取締役会においても、平等で自由な発言の機会
と、互いの意見の尊重という民主的な会議のルールが、しっかりと守られていること
を実感します。
さて、佐々木則夫社長が同行された安倍総理大臣のロシア、中東歴訪を引くまでもな
く、日本全体が、大きな岐路に立っています。事業のグローバル展開が、東芝の生き
残りのために不可避であることも、ようやく、社内に切実感をもって認識されるように
なっています。その実現には、社内組織の改編、新しい技術分野への投資と開発、思い
切った人事など、大きな変革が必要です。それが社員のモラルを低下なしに行われな
ければなりません。そして、そのような変革が、株主を初めとする多くのステークホル
ダーの納得する形で進められなければならない、ということがポイントです。
ガバナンスの観点からは、そのような改革の過程でシステムに緩みや綻びが生じない
よう、十分な注意が必要です。CSRについても、社会貢献をしているという自己満足
ではなく、社会的なリスクを軽減するものとして株主からのプラスの評価に繋がって
いるか、という視点を忘れてはいけないと思います。

社外取締役
小杉 丈夫

東芝の社外取締役になって、ほぼ一年が経過しようとしている。世界に広がる、事
業的にもきわめて多岐にわたる大企業の本社中枢でのマネジメントがいかに大変か、
社外役員ではあるが、実感している。そして、これだけ複雑な大企業のトップ層での
経営の基本的ポイントは、「大きな方向性を決めること」、決めた後は「いかに任せる
か」、この二点であることもあらためて感じている。それを東芝のマネジメント陣が行
われるのを、いかに社外役員としてお助けするか、それがわれわれの役割であろう。
東芝の現在の大きな課題が、成長の加速とグローバル展開の深化であることは、経営
陣も感じておられるし、私もそうだと思う。東芝のポテンシャルの大きさをもってす
れば、十分に達成可能な課題である。ポテンシャルの大きさとは、技術蓄積の深さで
あるし、人材の豊さである。それを生かして、大きな戦略の舵を切る時期の取締役会
の責任は重い。その責任を私なりに果たしていきたい。

社外取締役
伊丹 敬之

CSRへの取り組みを含む東芝グループの経営について社外取締役の意見を掲載しています（東芝グループアニュアル
レポート2013）。
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昨年6月に社外取締役に就任して以来、東芝の企業活動と社員の仕事ぶりを間近で見
てきました。私の印象を一言でいえば、東芝は日本的な「強さ」、そして「良さ」を備
えた会社です。世界に冠たる技術力を持ち、これを支えるトップクラスの人材を擁し
ています。オール東芝として持てる力を発揮すれば、将来的にも世界をリードするこ
とができるでしょう。もう一つの特徴は、良い意味での生真面目さです。このこと
は、コーポレートガバナンスの面で如実に現れています。いち早く委員会設置会社に
移行するなど、体制整備に努めるのみならず、社外取締役が所期の役割を果たすため
の工夫など実施面でも積極的な取り組みがなされています。
現在、内外情勢が大きく動いており、東芝を取り巻く環境も目まぐるしく変化してい
ます。こうした中で、東芝の技術力やノウハウに対するニーズが国内、海外双方で増
大しており、新たなチャンスが次々と生まれています。日本を代表する企業である東
芝が飛躍することは、我が国の長期的繁栄を確保する上でも大きな意義を持っている
ことは言うまでもありません。
引き続き以上のような問題意識をもって意見を述べさせて頂きます。

社外取締役
島内 憲

この一年、取締役会や監査委員会などの重要な会議にあたってはかならず事前の説明
や情報提供を受け、質疑の時間を十分に与えられた。加えて、監査委員会委員とし
て、直接各事業のトップから現状や問題点を伺う機会を得た。これは新米取締役に
とってたいへんありがたいことだった。展示会やセミナー、事業所の視察などを通じ
て東芝のさまざまな事業に触れ、従業員と懇談をすることも多かった。東芝のスポー
ツチームの応援も含めてこの一年間　に東芝に関与した日数を拾ってみた。なんと
100日を超えている！タテマエにとどまらない情報提供の場をこれだけふんだんに社
外役員に設けてくれる企業は少ないのではないか。体裁だけ整え、社外役員は取締役
会に出席してくれればそれでよし、とする企業も多いなか、東芝のコーポレート・ガ
バナンスに対する本気度と社外役員への期待度を実感した一年であった。
東芝の第一印象は「まじめ」。展示会などで接する若い社員の仕事に対する取り組み
姿勢はまじめそのもの。じつにすがすがしい。だが逆にそれが仇となってスピード感
が損なわれているように感じられた。思い立ったら考える前に行動してしまう中小企
業経営者の悲しい性（さが）かもしれないが。
東芝のスポーツチームが戦う試合にお招きいただき応援している間に、熱烈な東芝
ファンになってしまった。しかし、それはそれ。経営に関しては、あくまで「社外」
の目を保つよう努力して、会社に貢献していきたい。

社外取締役
斎藤 聖美

社 外 取 締 役 に お 聞 き し ま す
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CSR 報告の方針

2013 年
東芝グループの重要課題と、社会的要請の高い項目について誠実に報告するよう努めて
います

東芝グループは「CSRレポート」の発行にあたって、「ステークホ
ルダーの皆様と東芝グループの双方が重要と考える事項」という観
点で毎年、報告内容を吟味・検討し、その結果を東芝独自の重要性
判定指標で検証しています。本レポート（2013年版）ではさらに
下記2点の特徴を持たせて編集しました。

事業とCSR重点テーマを
　「社会的課題別」「ISO26000中核主題別」に整理して報告

CSRへの取り組みを含む東芝グループの経営について
社外取締役の意見を掲載

2013年度から、CSR報告の主要メディアをホームページとし、関連する情報のリンクや活動ハイライトを動画で提
供するなど、わかりやすくタイムリーな情報更新に努めています。
CSRレポート2013は、ホームページのみの開示となりますが、参照したいページを選んでダウンロードが可能な
PDFファイルを用意しました。

原則として東芝グループ（（株）東芝および国内・海外グループ会社（連結子会社590社））を対象としています。
東芝グループを対象としていない報告は、個々に対象範囲を記載しています。

注） 本レポート中の「東芝」は（株）東芝を意味しています

報告対象組織

2012年度（2012年4月1日から2013年3月31日まで）の活動を中心に、一部それ以前からの取り組みや、直近の活
動報告も含んでいます。
PDF形式の年次報告版「CSRレポート2013」の記載内容は2013年6月末時点のものです。2013年7月以降にCSR
ホームページ上で追加・更新などした項目については、当該の項目にその旨を記しています。

報告対象期間

2012年8月に、東芝テック（株）による米国IBM社からの事業譲受にともない、持株会社である東芝グローバルコ
マースソリューション・ホールディングス（株）を設立するとともに、米国に事業法人である東芝グローバルコマー
スソリューション社を設立し事業を開始しました。

報告期間内に発生した重大な変更

2013年6月（次回	：	2014年6月予定　前回	：	2012年6月）

発行時期

ステークホルダーの皆様が
重要と考えていること

重要度「高」

重要度「高」

年次の進捗度

東
芝
グ
ル
ー
プ
が

重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と

重点的に報告

ホームページで報告
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■  GRI （Global Reporting Initiative）
	 「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版」（2013年5月公表後、参照）
	 「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3.1版（G3）」
■  国連グローバル・コンパクト「COP（Communication on Progress）Advanced level」
■  環境省「環境報告ガイドライン2012年版」
■  環境省「環境会計ガイドライン2005年版」
■  「ISO26000」

参考にしたガイドラインなど

東芝グループはステークホルダーの皆様に対して、「CSRレポート」で非財務情報を、「アニュアルレポート」で財務情
報を報告しています。また、非財務情 報のうち環境情報については、特に詳細な情報を提供する責任があると考え、
「CSRレポート」とは別に「環境レポート」を発行しています。
これらそれぞれの情報について、ホームページでは常に最新の情報をタイムリーに提供するよう努めています。

報告メディアについて

アニュアルレポート／投資家情報ホームページ

アニュアルレポートは、事業年度終了後の東芝
グループの事業報告と、3年間の中期経営計画
を中心に報告しています。
投資家情報ホームページは、東芝の会社情報を
タイムリーに提供することをめざしています。ま
た、携帯電話向けサイトも公開しています。

主な掲載項目（投資家情報ホームページ）
IRニュース / 経営方針 / 財務・業績 / 
IR資料室 / 株式・債券情報 / 
個人投資家の皆様へ

環境レポート／環境活動ホームページ

環境レポートは、東芝グループ全体のグローバ
ルな環境経営について、詳細に報告していま
す。環境活動ホームページは、東芝グループに
かかわる環境情報をタイムリーに提供していま
す。また、東芝グループ会社や事業場のサイト
ごとの環境情報も公開しています。さらに「eco
スタイルサイト」も公開しています。

主な掲載項目（環境活動ホームページ）
お知らせ情報 / Green Management /
Green of Process / Green of Product /
Green by Technology

アニュアルレポート
（2013年6月発行）

環境レポート（PDFファイル）
（2013年7月末発行予定）

投資家情報ホームページ
http://www.toshiba.co.jp/about/ir/

環境活動ホームページ
（2013年8月リニューアル予定）
http://www.toshiba.co.jp/env/jp/

ecoスタイルホームページ
http://www.toshiba.co.jp/ecostyle/jp/
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